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今年１年を振り返る 2011/12/31  

3 日坊主の自分が生まれて初めて 1 年間続けた日記（1 行日記だが）を見ながら、この 1 年を振

り返ってみようと思う。 

年と共に 1 年の経過が早く感じられるというが、開業後は 1 年前の出来事が遠い昔に思われる。 

ということは、今年も充実していたということだろう。 

 

1 年前の正月は息子がおたふくかぜから髄膜炎になり、生まれて初めて痙攣発作を起こし、病院

通いをした。 

 

今年もっとも大きな出来事だったのは、3 月 11 日に発生した大地震とそれに伴う原発事故だっ

た。 

多くの命が失われ、自然の脅威、人間の無力さ、無情にも命が絶たれる切なさなど、改めて命につ

いて深く考えさせられた 1 年となった。 

また、そこから立ち直ろうと、支え合い、前に受かっていこうとする人間のたくましさも強く感じ

た年だった。 

横浜はそれほど被害はなかったが、計画停電の影響を受け、クリニックの診療には支障が出た。 

 

4 月は、新しいスタートの月になった。 

息子が小学校に入学し、われわれ家族３人、同じマンションンの４階から１０階へ引っ越した。 

 

写真活動は、３月にタンザニア（旅行中に震災が起きた）、７月末からケニアに取材に行った。 

タンザニアは雨が多く、光に恵まれなかったが、ケニアでは逆に連日晴れて、朝日・夕日の良い写

真が撮れた。 

フォトエッセイとして、１年間、医事新報の連載『森羅万象』－いのちの交響楽－をおこなった。 

毎号４Ｐももらい、アフリカの写真を使いながら、自分のいのちに対する思索の変遷について書

いた。 

自分の中でいのちの意味を再認識するよい機会になったと思う。 

未曾有の大震災もあり、執筆もあり、これほどいのちについて考えさせられた年はなかった。 

今年の世相を表す漢字は『絆』になったが、自分にとっては『命』だったように思う。 

また、千葉県医師会からの要請で、千葉県医学会という学会で写真展をおこなった。 

 

家族旅行は、金時山登山と乗鞍岳の登山を含めた信州の旅に行った。 

金時山は息子の初登山。 

低い山だが、下りはけっこうきつい。 
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彼は頑張って最後まで歩き通した。 

山頂でなでしこジャパンがワールドカップ優勝のニュースを聞いた。 

乗鞍岳は３０００ｍ超。 

ここでも６歳の息子は何度も転びながらも歩き通した。 

高所に弱い僕は軽度の高山病になった。 

登山と言えば、家内は夏に白山と剣岳にも登った。 

 

クリニックは、３月、４月は震災や計画停電の影響を受け、患者さんの数も内視鏡検査も少なめだ

ったが、それ以外は順調だった。 

年間を通して平均患者数１日８５人(年々増えている)、新患数は１日平均８人だった。 

とくに１１月は平均９８人と１００人に迫る勢いで、忙しかった。 

過労と緊張状態の持続で、不眠と顎関節症になった（今は治っているが）。 

内視鏡件数は上部１７０９件、下部１１５１件で計２８６０件。 

震災の影響で前年よりやや増えたにとどまった。 

ポリープ切除は３３１件おこなった。 

新しいスタッフも増えた。 

みなまじめによく働いてくれ、患者さんに対する対応もよく、こんなに忙しくバタバタしている

のにクレームが少ないのはスタッフの心配りによるところが大きいと思っている。 

クリニックも増患に伴い手狭になってきたので、近くに移転することを考えていた矢先によい話

が飛び込んできた。 

しかし、結局は断念した。 

拡張するよりは「質を落とさない」ことを重視したいと思ったからだ。 

忙しくなることは、質の低下との闘いである。 

今後さらに忙しくなるだろうが、質の低下を抑え、スタッフも元気で働くには、拡張ではなく予約

制の導入がよいのではないか、と思い始めている。 

来年はその検討に入ろうと思っている。 

 

 

年々増えていく仕事を元気でおこなっていくために自己管理に明け暮れた。 

これは毎年そうなのだが、年々、新たなことを取り入れ、進化し続けている。 

毎日のウォーキングは同様に続けている。 

９月からはボディパンプという筋トレのプログラムに参加しだし、これもさぼらずに続けている。 

家内がマンツーマンで教えてくれるので少しずつ上達し、年と共に萎縮が進んでいた筋肉がやや

戻りつつある。 
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食事には気をつけ、３０分の半身浴、１時間以上の高周波治療も昨年までと同様に続けている。 

今年から、基本的に１２時には寝るようにし、６時に起きるようになった。 

これらを積み重ねてきた結果として、昔（過労・ストレス・睡眠不足・早食い・過食などを続けて

いたので１年中調子が悪かった）とは別人のように体調がよくなった。 

 

高周波治療をしている１時間半あまりと半身浴の３０分が僕の勉強時間になっている。 

この２時間を利用して勉強・読書・映画鑑賞などをおこなっている。 

今年は１００冊以上の本を読み、映画も５０本以上観た。 

週１回習っていた英語はやめた。 

語学の才能はまったくないことを痛感。 

 

来年の課題は、クリニックは予約制の導入。 

僕自身は表現活動の場を広げること。 

そのためにネイチャーレコーディングを勉強している。 

さらに写真活動にも少し力を入れたいと思っている。 

 

それではみなさんよいお年を。 

 

仕事納め 2011/12/29  

今日で仕事納め。 

午前中の外来に終え、午後は片づけをした。 

 

それにしても今年の 11 月からは異常な混みようだった。 

11 月の平均患者数が 98 人、12 月は 95 人。 

それに加え、年末になるとともに感染性胃腸炎が増え、最終の日の今日も半日で外来 60 人、内視

鏡 10 件。 

あわただしい 1 年だった。 

最後まで忙しかったが、この 1 年、大病や大きな事故もなく無事に乗り越えられた。 

スタッフがみなよく働いて、僕らをサポートしてくれるので、この人数でもなんとか診れている

が、そろそろ限界であることも事実である。 

そろそろ予約制導入を考えねばならないかもしれない。 

半日の外来数が 50 人以上になると診療の質があきらかに低下する（ちなみにアメリカでは、半

日で 30 人の外来診療をすることはマンガに出てくるような超人的能力を要すると書いてある本

もあるくらいだ）。 
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だが、日本ではそんな悠長なことを言っていられない。 

とにかくよい体制を創ることで４５人くらいなら良い診療が提供できる体制は創らねばならない

し、ある程度出来てきたと思っている（もちろんまだまだ改善の余地はあるが）。 

しかし、それには僕らの徹底的な自己管理が必須であり、またそこには限界があるのも事実であ

る。 

今後は外来の偏り(午前 40 ～70 人、午後 30 ～40 人あまり)をなくすこと、そして一日の外来数

を午前午後 40 人ずつ、併せて 80 人くらいに制限する必要がある。 

それには予約制導入しかないのだろう。 

外来診療の質の低下防止、待ち時間の短縮を目指して、来年から検討に入ることにしよう。 

ネイチャーレコーディング３ 2011/12/28  

ネイチャレコーデヂィングの第一人者の一人・土方裕雄さんに会って、録音のイロハにいついて

教わった。 

勉強するほどに難しさを痛感している。 

 

だが、あまり悲観的にはなっていない。 

正直、成果を上げようとは思っていないからだ。 

 

少し音の世界にも目覚めてみたいというのが正直な気持ち。 

そのことで自分の世界観が変わっていくことを感じてみたいのだ 

 

通常われわれは音をセレクトして聴いている。 

それが優秀なマイクだとすべての音が入ってくる。 

たとえば草原で鳥の声を録っていると、虫の鳴き声もハエが飛ぶ音も、風の音も、車の音も、様々

な音が入ってくる。 

われわれの耳は、鳥の声に集中すると、それ以外の音はあまり認識しなくなる。 

写真を撮るとは、被写体を絞り込み、なるべき余計なものは排除しようという試みなのだ。 

そういった習慣がつきすぎてしまった自分をちょっと変えてみたいのだ。 

だからせめて写真を撮らないときは、すべてを感じてみたい。 

そこから何かが変わっていくはずだ。 

 

音の世界はプロに任せればよいのだろう。 

自分の出る幕はないと思う。 

しかし、いずれは自分の映像に音を絡めた表現法を模索したいと思っているのも事実。 

その時は土方さんの音を使わせてもらおうと思っているが、そのためにも今は「自分で録ること」
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が必要なのだと思っている。 

ネイチャーレコーディング ２ 2011/12/14  

アフリカのネイチャーレコーディングをやろうと思いたって 1 週間あまり。 

レコーダーをどこのメーカーにしようかと迷っている。 

ケニアで知り合ったネイチャーレコーディングの第一人者である土方裕雄さんに聞くと、ソニー

のＰＣＭ－ＭＤ１がよいとのこと。 

たしかに音はかなりよさそうだ。 

しかし高くてとても手が出ない（19 万円もする）。 

写真と同じようにはまってしまうのであれば、この機種がほしいのだが、なにせど素人の僕が入

門編として使う機種である。 

もっと安くて機能のよいものは、と探してみると、ソニーＰＣＭ－Ｄ５０、オリンパスＬＳ－１

１、ＴＡＳＣＡＭ１００ＭＫⅡ、ズームＨ２などが候補にあがってきた。 

録音に凝っているというヨドバシの店員に聞くと、この中では新製品のＴＡＳＣＡＭ１００ＭＫ

Ⅱがよいとのこと。 

値段も 4 万円を切り、ソニーＰＣＭ－Ｄ５０より 1 万円安く、外部マイクもつけられる（ソニー

ＰＣＭ－Ｄ５０は外部マイク用のアダプターだけで 4 万円もする）。 

内蔵マイクの性能はＭＤ－１にはかなわないが、かなりよいらしい。 

ＴＡＳＣＡＭ１００ＭＫⅡで決まりかな？と思っている。 

ただ、そろえるのはこれだけでは済まない。 

ヘッドフォン、外部マイク、ウィンドジャマー（風の音を消す）などそろえなければならないもの

が多い。 

 

録音の仕方や音声の処理も勉強しなければならない。 

そこで野鳥の録音の第一人者・松田道生さんの『野鳥を録る』という本を中古で買い、さっそく勉

強を始めた。 

読むほどにわくわくしてくる。 

写真を始めた頃の気分だ。 

ちょっと考えただけで録りたい音が何十とうかんでくる。 

年末には、土方さんが直接レクチャーしてくれるとのこと。 

楽しみだ。 

 

だが、勉強をすればするほどその難しさが分かってきたのも事実である。 

なんといってもバンナは風の強い所。 

風、車、人の声と雑音が多く、録音は困難を極めるだろう。 
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しかし、音と光には人一倍敏感だし、工夫するのは得意だ。 

あとは粘り次第だろう。 

きっと難しいが故にはまってしまうはず。 

 

問題は機材の多さだ。 

ただでさえ多い写真機材（カメラ 4 台＋レンズ多数）に加え、録音機材となるといったどうなる

のだろうか・・・・・・。 

ネイチャーレコーディング 2011/12/12  

ネイチャーレコーディングの第一人者土方裕雄さんが録音した自然の音を聞かせながら講演する

と言うので聴きにいった。 

場所は銀座・パイオニアプラザ。 

 

彼とはケニアで知り合った。 

ナイロビに住み、アフリカの様々な所に録音に出かけ、世界遺産やワクワク動物ランドなどの録

音を手掛けていた。 

 

今まで僕は「音が感じられる写真が撮りたい」と思っていた。 

実際、写真展をおこなうと「音が聞こえてくるようです」という感想をいただいたこともある。 

しかし、時代が変わってきた。 

フィルムからデジタルに変わり、スライドショウもスライドの使用からＰＣでパワーポイントと

いうスタイルに変わってきた。 

そうなると映像に音を重ねやすく、より臨場感のある状況が創れるのではないか、と漠然と思っ

ていた。 

だがとっかかりがつかめないままに数年が過ぎていった。 

今回何かのきっかけになればと思い、聴きに行ったのだ。 

 

彼の講演で、写真をバックに録音した音が流れてくるのを聴いて、もちろん一流のプロが録音し、

パイオニアの最高のサラウンドスピーカーで流しているせいでもあろうが、その臨場感に圧倒さ

れた。 

これほどの音でなくとも、写真さえよければ臨場感は増すはず。 

そこでぜひ挑戦してみようという気になった。 

かといってムービーに転向するわけではない。 

ムービーも良いが、ムービーは情報が多すぎる。 

情報の多さは、「感じた後に、考える」という行為の余裕を与えない。 
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「おいおい、ちょっと映像を止めてくれ」という気になってしまうのだ。 

かといってスチールだけの世界はすでに時代遅れになってきた感が否めない。 

スチールと音の組み合わせでより奥行きのある世界観を表現できるのでないかと思い始めた。 

 

だが写真を撮りながら、片手間に録音できるのだろうか。 

そう簡単に録れるわけがないのは分かっている。 

だが、一から勉強し、挑戦してみる価値はあるのだろうと思った。 

多少でも録音ができるようになれば、ホームページやスライドショウは充実するはずだ。 

それ以上に僕自身がサバンナでより楽しめ、世界が広がっていけばよいのだろう。 

開院当初の目標  2011/12/01  

11 月の 1 日平均来院患者数が開院以来最高の 98 人になった。 

といってもインフルエンザ予防接種の人や内視鏡検査の人も含めての数なので、純粋の外来人数

は 80 人前後で、1 年を通してほぼ同じような人数になってきた。 

このあたりの数字が開院時の目標だった。 

だが、単純に人数が増えればよいというものではない。 

質を落とさず効率よく診療し、燃え尽きないようにきちんと自己管理を徹底し、ある程度満足で

きるレベルの診療ができる目標値はこのへんなのだろう。 

ちなみに、うちでは医師法違反である「薬のみ」を認めていない（ということはこの人数の診療を

おこなっている）。 

風邪ひとつをとっても、約束処方はない。 

症状に合わせて、西洋医学の薬と漢方をうまく使い分けている。 

腹痛の診療ではかなりのレベルに達してきたように思うし、その説明にはかなり時間をかけてい

る。 

内視鏡の結果説明にも時間をかけている。 

そのやり方で精一杯働いての限界点がこのへんなのだ。 

 

だが、改善点もたくさんある。 

頭の中にはそのへんのことが整理されつつある。 

まだまだ質を高められるはずなので、（そのためには量的制限が必要になってくるだろうが）、そ

こに向けて一つずつ課題を克服していこうと思っている。 

南部アフリカ 2011/11/30  

南部アフリカを撮っている自然写真家・山形 豪さん（『南アフリカ自然紀行 野生動物とサファ

リの魅力（「ダイヤモンド社）』の著者）に南アフリカ、ボツワナ、ナミビアの魅力について話を聴

くために横須賀を訪れた。 
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おそらく彼は日本人ではもっとも現地のサファリについては精通しているのではないだろうか。 

タンザニアで生活し、東アフリカの各地にも精通しているにもかかわらず、この 10 年は東部で

はなく、南部アフリカに通い続けている。 

その魅力はなんであろうか。 

 

僕が南部アフリカに行ってみたいと思うようになったのは 10 年くらい前から。 

東アフリカは料金の高騰、サファリカーの増加、動物の減少、規制の強化によって年々撮影条件が

厳しくなり、年に 2 回のうち 1 回は別の場所にしようかとも思った時、候補は南部アフリカしか

ないと思った。 

そう思いつつも、毎回マサイマラでよい写真が撮れてしまい、慣れた場所、なれたドライバーも捨

て難く、また情報が欠如していたためにのびのびになっていた。 

 

今日じっくり話を聴いて思ったことは、南部アフリカには魅力のある場所がいくつかあり、挑戦

する価値がありそうということだった。 

しかし、それはツアーでは難しいだろうということ、そしてマサイマラのようには撮れないだろ

うということも分かった。 

一人で撮影に行く困難さは東アフリカ以上のようだし、その他いくつかの難関があるのも確かだ。 

でも新たな挑戦として何度か行く価値はありそうだ。 

今後少しずつ情報収集をしてみようと思っている。 

藤原新也 『書行無常展』 2011/11/26  

藤原新也の『書行無常展』を観に行った。 

昔、『メメント・モリ』や『インド放浪』を読み、その感性の鋭さに驚き、ピントや露出にこだわ

らない写真表現に目を見張った。 

だが、彼の写真展に行くのは初めてだった。 

 

『書行無常展』は書と写真を合体させた独特の表現方法が目立った。 

書は通常の太い筆での表現だけでなく、長い髪の女性を海老反りにさせてその髪で書いたり、雪

にスコップで「春」の文字を書いたりしている。 

その自由さに驚いた。 

写真も大きな写真を画鋲でとめただけ。 

1 枚 1 枚はたんなるスナップなのだが、組み合わされると、独特の世界観が伝わってくる。 

彼は写真、文章や書だけでは伝わりにくことを、組み合わせることで表現しようとしている。 

その自由さや表現を楽しんでいる感じは十分に伝わってきた。 

だが、頭が混乱し、目まいがしてきたのも事実である。 
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彼の思索や思いが詰まった書や文章からの情報の多さに、消化しきれなかった感は否めない。 

一日しゃべらなくても苦にならない 2011/11/25  

家内は会話上手。 

そんな母に育てられた息子はおしゃべりだ。 

2 人がいるとにぎやかで楽しい我が家も、この 1 週間 2 人が歴史探訪の旅に出かけているので、

家に帰ると実に静かである。 

家族でいるのは楽しいが、僕は一人でいることもそれほど苦にならない。 

しばらくの間なら一日中誰ともしゃべらくてもいられる。 

それは、ふだんは説明すること、すなわち「話す」ことが内科医の仕事なので、外来が終わるころ

はいつも脳が疲労困憊しているからだ。 

しゃべらない生活は脳の休息になっているのだ。 

子供のころから無口だった僕は、あまり長時間しゃべっていると脳の疲れが顕著になり、気分が

沈んでくる。 

（家内はしゃべるほどに元気になっていくように思えるのだが・・・・・） 

だから、午前外来と午後の終了間際では、当然、外来の質そのものが違ってくる。 

もちろんプロだからその差を見せない様に最大限の努力はしているが・・・・。 

長引く咳の風邪が流行 2011/11/24  

長引く咳の風邪が流行っている。 

開業して 6 年になるがこんなに風邪の患者が多い月は初めてではないだろうか。 

うちは胃腸科主体なので、通常は風邪の患者さんは 1 割もいないのだが、今日は 2 割くらいが風

邪の患者さんだった（ということは一般内科では相当数の風邪の患者さんが訪れているはず）。 

そのせいか、今日の患者数は今年最高(開院以来 2 番目）で 124 人に及んだ。 

今月に入って僕の外来日の平均来院患者数は 100 人くらいになっている。 

僕自身、徹底した自己管理でいたって元気なのだが、唯一、自律神経の乱れによる睡眠障害が出始

めている。 

完全にオーバーワークなのだろう。 

これ以上の自己管理は難しいとなると、もっとうまく外来をやっていくようにバランスを再構築

する必要がある。 

まだ「力」が入りすぎ、心身の消耗を招いている。 

もっと力を抜いて、究極のバランスを求めていくしかないのだろう。 

最後の忠臣蔵 2011/11/23  

今年の執筆がすべて終わり、一気に気が抜けた。 

診療が忙しいこともあり、帰宅後におこなう高周波治療の際(毎日 1 ～2 時間行っている）、珍しく

読書もせずにＤＶＤを観る生活が続いている。 
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このひと月で 20 本は観ただろう。 

一番良かったのは『最後の忠臣蔵』。 

討ち入り後に死ぬことが許されなかった 2 人の男の物語なのだが、命とは、愛とは、を考えさせ

る秀作だった。 

かつて男たちは個の命より大切なものを持っていた。 

それとはあまりにも違って、個の命に執着しすぎる現代人。 

どちらが幸せなのだろうかと考えてしまった。 

僕のスタンスはこの中間にありそうだ。 

日々のメンテナンス 2011/11/14  

１１月は井上クリニックで最も混む月のひとつ。 

だいたい僕の外来がある火・木・土の患者さんの数は平均で１００人前後。 

終わるとぐったり疲れる。 

おまけに今は風邪が流行っているので、ひかないにしてもウイルスをもらってしまう。 

この不顕性感染の状態がさらにつよい疲労感を生む。 

 

普段は毎日きちんとメンテナンスをしているので翌日には元気になっている。 

メンテナンスとは、ウォーキング、呼吸法、半身浴、高周波治療、よく噛むことなど心身を癒す方

法で、日に２～３時間はかけるようにしている。 

さらに不顕性感染の時は異常な眠気が出るので、睡眠時間も増やす。 

昨日がそうだった。 

この１週間ほとんど１００人の外来で疲れていたところに、メンテナンスに力を入れるべき週末

に恩師を囲む会と内科学会があった。 

さすがに疲れ果てたので、昨晩はひたすら寝て、今日は復活した。 

 

日々、このような心身の疲れとの闘いの連続だが、楽をしようとは思わない。 

倒れては意味がないので無謀なことはしないが、ぎりぎりのところまで頑張ろうという気になっ

ている。 

死ねばゆっくり休めるのだから、それまでは倒れない程度に前に進み続けていこうと思っている。 

 

さあ、今日はこれからウォーキングに筋トレだ。 

柳 宗悦展 2011/11/07  

そごう美術館は家から歩いて 15 分。 

家から近いのでよく行く。 

日曜日は混むので、行くのはもっぱら月曜日のオープンと同時。 
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空いていてじっくり観れるのだ。 

今日は、『柳 宗悦展』が行われていったので観に行った。 

柳 宗悦は市井に眠る生活用具の中に「美」を見出し、価値を創っていった人。 

眠っていた木喰仏を発見し、評価したのも彼である。 

「民藝」という言葉を創った一人であり、日本民藝館の初代館長でもある。 

その柳宗悦の思想哲学、そして活動の軌跡の分かるよく企画された展覧会だった。 

彼は、物を観るときに初心で観ろと言っている。 

先入観なく、知識に頼らず観ろということだろう。 

その文章読んでいて小林秀雄の「美について」の講演を思い出した。 

人からよく絵の見方を勉強するためにどのような本を読んだらよいかと聞かれる。 

本を読むのもよいが、「観る」というのはひたすら本物を観るしかないのだと説いている。 

美への感性を育てるには、よいものを見続け、何度も感動することしかないように思う。 

現代はネットが発達し、手軽に情報としての「物」の姿・形が見れるようになった。 

しかし、それは情報を見ているにすぎない 

実物とはまるで違う。 

実物には色や形といった情報としての物を超えたさまざまなもの、たとえば思いや情熱、微妙な

質感などが内包されている。 

写真にしたってそうだ。 

ネットで見る画像と大きく伸ばした本物の写真はまったく別物なのだ。 

宣伝 2011/11/06  

よく、クリニックを紹介した冊子が送られてくる。 

有名雑誌から取材したいのですが、という電話もかかってくる。 

一度応じたことがあったが、その掲載料に数十万円を要求された。 

雑誌に大きく載っているからと言って、よい医療をしているわけではないのだ（そういう場合も

あるかもしれないがまれだろう）。 

「たくさんお金を出した」所が大きく載っているにすぎないのだ。 

あくまでも宣伝。 

金次第なのだ。 

開業したてやリニューアルの時はこういった宣伝も必要だろうが、もううちではそういったこと

をする気はない。 

駅看板もやめた。 

口コミで来てくださる患者さんを丁寧に診ていくことが王道だと思っている。 

開業 6 年が過ぎ体制が整いつつある 2011/11/05  

今月事務と看護補助員が 1 名ずつ増員になった。 
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その結果、医師が 2 名、看護師 5 名（2 人は内視鏡技師の資格あり）、事務は事務長を含めて 6

人、看護補助員が 4 人となり、スタッフは計 17 人。 

ピークより人数は減っているが、常勤が増え、みなが成長してきたので戦力は格段に充実してき

た。 

やる気のある人ばかりで、みなよく働く。 

うれしいのは、全員が患者さんへの対応がとてもよいことだ。 

そのためか、患者さんからのクレームがとても少ない。 

働きぶりを時々観察していて、院長としてうれしくなることが多い。 

人間のやることなので小さなミスは当然あるが、それを隠さず、報告する土壌も出来てきた。 

安全対策やさまざまな管理部門も充実してきた。 

自分の目指す質の高い医療に少しずつ近づいているのを実感している。 

 

現在平均患者数は 80 ～90 人。 

たしかに忙しい日は 100 人を超え、目が回るような忙しさだが、波があり、多少暇な日もある。 

まだ多少増患しても対応できるだろう。 

今後の課題はスペース（そろそろ手狭になりつつある）と、待ち時間対策としての予約制の導入で

ある。 

そろそろ数年先を見据えて考える時期に来ている。 

南部アフリカ説明会 2011/10/22  

午前中に子供の参観に出た後、いつも使っている旅行会社・道祖神で行われた南部アフリカの説

明会に参加した。 

講師は南部アフリカを専門に撮影している写真家・山形豪さん。 

前半が南アフリカとナミビア、後半がボツアナで、約２時間の内容の濃い説明会だった。 

すばらしい写真と専門家ならではの話しが満載で、とても参考になった。 

 

南部アフリカで行きたいところはたくさんある。 

しかし、撮影となると難しいのは分かっている。 

良いドライバーを見つけ、自分の撮影スタンスを理解させ、自分自身が慣れてくるまでは、そう簡

単には撮れるものではないのだ。 

ホームグランドのマサイマラでは、動物が減り、観光客が増えすぎ、また規制が厳しくなっている

のでとても撮りにくくなっている。 

毎回、サファリ中に「そろそろマラは卒業」と思うのだが、帰る頃には「やはりマラしかない」と

思ってしまうのは、こちらのスキルもアップしているので条件が悪くても撮れてしまうのだ。 

条件が悪くなったら、すぐに場所を変えるのではなく、どんな条件でも撮れるものを見つけ出す、
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というスタンスできたのが自分の上達につながっていることは間違いない。 

だから、まだしばらくは東アフリカなのだろう。 

だが、いつかは南部アフリカにも行ってみたいと思っている。 

縁があればその機会が訪づれるだろう。 

癒しと医療 2011/10/16  

千葉県医師会が主催する千葉県医学会が１０月１５～１６日に開催された。 

それに併せて「癒しの写真展を開催したい」という要望が医師会会長の藤森先生からあり、２５点

(新作５点もまじえて）を選んで展示した。 

本日午後から会場を視察に行った。 

展示の場所が、普通の部屋と廊下なのでどうかと思っていたが、ひじょうによく展示されていた。 

今回与えられたテーマは「癒しと医療」。 

この写真展向けに書いた文章を転記する。 

 

癒しと医療  医事新報『森羅万象―いのちの交響楽―第４楽章』を改編 

医療には、的確な診断・治療と同様に癒しも必要だと思っています。癒されていれば、治癒力が増

すからです。逆に癒されていなければ、治るべきものも治らないことがあり、最終的に治すのは医

師の力ではなく、患者が持つ治癒力であることは言うまでもありません。それが分かっていても、

当時勤めていた大学病院の激務の中でどうしてよいか分からずに試行錯誤していました。今思え

ば、当時は「患者を癒すべき」という強迫観念のようなものがあったように思います。今ならその

「癒したい」という気持ちが自分の欠落からきていたことがよく分かります。自分自身が癒され

ていなかったから、人を癒すことで癒されたかっただけなのです。 

しかしその当時、誰が癒しのことをきちんと理解していたでしょうか。世の中には、この言葉を安

易に使う多くの人と、ひじょうに嫌う少数の人がいました。今ではその両極端の反応がともに「違

う」と思っています。長年、癒しの意味を考え続けてきた結果、個人的には「癒しには種々の段階

のものがある」と考えるようになってきました。 

第一段階の癒しは、受動的・一時的な癒しです。例えば、優しくしてもらうとか、可愛い動物に癒

されるなど、世間一般で言われている癒しです。安易であるがゆえに、このような癒しを嫌う人も

いますが、私自身、これも「あり」だと思っています。人間は弱いもので、こういった癒しの積み

重ねも必要です。医療の現場でも医師の共感する姿勢や医療関係者の優しい態度は患者を癒しま

す。しかし、こればかりに終始すると患者の依存心を助長し、次の段階への移行の妨げになること

もあるように感じています。 

 第二段階の癒しは、好きな趣味や運動などで得られるもう少し能動的な癒しです。これも一時

的なものかもしれませんが、続けることで次の段階の癒しにつながる可能性があります。臨床の

場で、このレベルの癒しを得るために私が勧めているのが、ほぼ毎日おこなう３０分以上の連続
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ウォーキング、呼吸法(丹田呼吸を勧めています)、よく噛む習慣（一口ずつ箸を置くと効果的）。

これらは自律神経のバランスを整え、癒しの効果があります。これらを組み合わせて行い続ける

ことでストレスの多い生活にも負けない精神状態を作ることができると思っています。 

次の段階の癒しは、自分の成すべき道をみつけ、全力で取り組むことで得られる本質的な癒しで

す。そこに導く２種類のメッセージがあると思っています。一つ目は、「何があっても挑戦したい・

続けたい」という内なる声。この声を聴く大切さを説きながらも、臨床の場でさらに重要となるの

は、もう一つの「本質から離れた時に正しい方向に戻りなさい」と告げてくれるメッセージです。

逆境や苦難がこれに相当しますが、症状や病気もこのうちに入ります。その意味を読み解くこと

で自らの心身の状態を学んでいく延長線上に自分の本質への理解、さらには自分の成すべきこと

の発見があると思っています。このようなプロセスを経て、患者は深いレベルの癒しに向かって

いき、このプロセスに治療者として少しでも関わることができれば、と思っています。 

最終段階の癒しは、本当のいのちに目覚めること。言葉で表現するのは難しいのですが、一例を挙

げると、良寛の「かたみとて なにかのこさむ 春は花 山ほととぎす 秋はもみじば」という心

境があげられます。「自分が死んだら、春の桜になろうか、夏の鳥になろうか、それとも秋の紅葉

になろうか」という内容であり、「死は変化にすぎず、すべてのいのちはつながっていて終わりで

はない」という心境に達することだと思います。自然を見つめているうちに、同様な思いが生じて

きましたが、自我を捨てることの難しさも感じています。今では両者を認めつつも、一歩ずつでも

近づいていくプロセスそのものを癒しと捉え、そのメッセージを写真と医療の双方で伝えていけ

れば、と思っています。 

このように癒しに対する思索が深まるにつれて、癒しと生命とは深い関係にあり、すべての段階

の癒しに医療活動（ときに写真活動でも）を通して関わっていけるはずだと思うようになりまし

た。 

開業７年目に入る 2011/10/01  

今日から井上クリニックも７年目に入る。 

スタッフや地域の皆さまに支えられて６年。 

おかげさまで順調に患者さんの数や内視鏡検査件数は増えている。 

 

よく早いもので・・・・・という言葉を聞くが、僕の場合、開業後の時間があまりにも濃密すぎて、

まだ６年なのか、という感じである。 

６年といえば５６年の人生のなかで単純計算すれば９分の１ほどの時間だが、感覚的には半分く

らいに感じている。 

日々全力投球で診療にあたっているので、自己管理が不可欠。 

そのための時間を毎日２－３時間捻出している。 

この全力投球と自己管理の連続で、心身ともに鍛え上げられたように思う。 
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医療のレベルも着実に伸びているように思うが、求める目標ははるかかなたにあり、日々努力し

て一歩でも近づくしかないのだろうと思っている。 

 

今朝のスタッフミーティングの時に、スタッフが小さなお祝いのくす玉を作ってきてくれた。 

うちのスタッフは随所にこのような心配りをしてくれる。 

こういったスタッフに囲まれて、仕事ができることは幸せなことである。 

『森羅万象ーいのちの交響楽ー』 最終楽章の原稿提出 2011/09/30  

医事新報に『森羅万象ーいのちの交響楽ー』を１年間連載している。 

今日、その最終楽章の原稿を送った。 

ほっとしたようなさびしいような不思議な気持ちだ。 

この連載をすることで、もう一度生命に対して勉強しなおした。 

読んだ本は再読を含めて１００冊以上になる。 

自分の中で、不明確であったものが明確になった部分が多かった。 

まだまだ分からないことだらけで、生命に対する思索は死ぬまで続くのだろうが、現段階でのま

とめができたという意味で、意義のある連載だったように思う。 

ボディ・パンプ 2011/09/26  

高山病からまだ十分回復していなかったが、今日は筋トレに出かけた。 

家内曰く、運動したほうが早く回復する・・・・。 

以前の僕ならひるんでいたが、最近は家内の言うことに従うことにしている。 

筋トレは、コナミスポーツの有名なボディ・パンプというプログラム。 

一番長い１時間コースだ。 

今日で４回目。 

家内の直接指導で、大分コツがつかめてきた。 

２回目くらいから背筋がつき、背筋がしゃんとしてきた感じがしている。 

大胸筋も少しずつついてきた。 

 

年とともに筋力は落ちていく。 

筋トレをしていないとさまざまな障害が出ることは目に見えている。 

だが、自己流の筋トレや重い負荷をかけた筋トレ（ボディ・パンプに出ている人もみな重いバーベ

ルを持っている）は身体を傷めるだけである。 

家内曰く、バランスよく、しなやかな筋肉をつけるには低負荷によるボディ・パンプが最高とのこ

と。 

彼女は、小柄な女性でもそんな軽いバーベルは持っていないという最低限の重りを使って、きれ

いなフォームでおこなっている。 
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どう見てもインストラクタ―より美しいフォームなのだ。 

僕にもこれなら続けられそうだ。 

高山病 2011/09/25  

乗鞍岳の最高峰・剣ヶ峰（３０２６ｍ）に登った。 

とは言っても、今は２７００ｍの畳平までバスで行ける。 

そこから先の３００ｍほどを登るのだが、６歳の息子でも登れるくらいだから（とはいっても下

山時は足が動かず、転びまくっていた）それほどでもない。 

しかし登りに１時間ちょっとのはずが、息子をだましだまし登らせたので、２時間もかかってし

まった。 

このゆっくりペースと、あまりのよい天候(雲ひとつないとはまさにこのことで、月に１度あるか

ないかの好天だった）に山頂で長居をしたのがまずかったようだ。 

降りる頃から頭痛がし始めた。 

 

実は初めからそうなるような予感がしていた。 

ナイロビに着いた翌日はいつも軽い頭痛がする。 

たかだか１７００ｍの場所でも慣れるのに１日かかるのだ。 

それが前日１６００ｍの場所に泊ったとはいえ、そこから一気に３０００ｍである。 

やはり軽い高山病にかかったようだ。 

僕はどうも高所に弱いようだ。 

 

下山すればすぐに治るかと思っていたが、甘かった。 

その日は一日頭痛がしていた。 

翌日にはとれたが、不快な倦怠感が１日半続いた。 

酸欠で脳が浮腫み、脳圧があがるとはこういうことなのか・・・・。 

身をもって体験してよく分かった。 

多少嘔気もあったので、けっこうやばかったみたいだ。 

 

しかし翌日は早朝約２時間のウォーキング。 

予想外に疲れたのは、全身の酸欠からまだ十分に回復していなかったのだろう。 

 

息子は「疲れた」と言い続け、下りでは転びまくりながらも、登山、ウォーキングの全行程ついて

来た。 

その回復力や驚異的。 

若さとはすごいことだ。 



 

日記 2011 年 

第１２回千葉県医師会医学会で癒しの写真展 2011/09/11  

第１２回千葉県医師会医学会が１０月１５日(土）、１６日(日）の２日間、千葉みなと駅前の千葉

県 医 師 会 （ ホ テ ル ・ ニ ュ ー ツ カ モ ト ２ F ） と ホ テ ル ポ ー ト プ ラ ザ ち ば で 開 催 さ れ る

http://www.chiba.med.or.jp/  

会長からの依頼で『癒しの写真展』をおこなうことになった。 

現在連載中の医事新報社の『森羅万象ーいのちの交響楽ー』を会長がご覧になって、依頼となった

ようだ。 

展示するのは二十数点あまり。 

未公開の最新作も数点展示する。 

タイトルは、学会からの依頼で『癒しと医療』になった。 

僕としてはタイトルが大きすぎて、ちょっと表現が難しいと感じている。 

当初は、『サバンナに癒されて －大自然の中で感じた生命の意味ー』とでもしようと思っていた

が、すでに決められていたようなので、どう表現するか頭を悩ませている。 

林忠彦賞２０回記念写真展 2011/09/05  

私が林忠彦賞を受賞したのが１９９７年。 

もう１４年間にもなる。 

今年でこの賞も２０周年。 

その記念写真展を周南市美術博物館と東京でおこなう予定である。 

周南市美術博物館の写真展は９月１７日から１０月３０日。 

東京は来年だそうである。 

この写真展では、それぞれの受賞者たちが受賞後の作品を展示する。 

周南市美術博物館は一人４ｍのスペースとのこと。 

組み写真でいこうかとも思ったが、中途半端に数点出すより、大きな作品を１点だしたほうがイ

ンパクトがあると思い、２４０ｃｍの屏風を出すことにした。 

ちょっと見には写真とは思えない迫力の私の自信作です。 

お近くの方はぜひご覧ください。 

アフリカ取材日記 8 月８日 ナクル湖国立公園→ナイロビ(最終日） 2011/08/28  

今日が最終日。 

午前１０時半までサファリをして帰路につく予定。 

朝食後７時に出発。 

雲が厚く、光がない。 

ロッジを出てすぐに枯れ木に４羽のカンムリヅルが止まっているのを発見。 

カメラを構えるといきなり４羽が羽ばたいた。 

バッチリ撮れたが、光があれば最高だったのに・・・。 
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ちょっと残念。 

その後水牛の大群が池に水のみやってくるを撮影。 

光がないので絵にならない。 

８時過ぎてやっと光がまわってきた。 

樹上のカンムリクマタカを発見。 

近い。 

いつも撮るが微妙にシャープでない写真ばかりだったが、今日はシャープに、カンムリを立てて

いるところも撮れた。 

惜しむらくは、ちょうど他の車がやってきて道を譲っている時に口をカーと開けたこと。 

カメラを構えていたら撮れたのに・・・。 

そのすぐ先の池になったところにおびただしい水鳥の群れ。 

トキコウ、ヘラサギ、アマサギが主体で、少しアオサギやフラミンゴも混ざっている。 

それらが飛んだり、飛んできたり。 

美しい。 

まるで楽園を見ているようだ。 

なんと生命は美しいのだろう。 

しかし、写真になるとどこまで表現できるのだろうか。 

１／１０も表現できないだろう。 

しかし、３０分ほど、鳥たちの半分ほどが飛んでいってしまうまでみとれていた。 

このシーンが見れただけでここにきて良かったと思った。 

その後もこまめにペリカンを撮ったり、ペリカンバックにシマウマを撮ったり。 

フラミンゴの数は少ないほうだが、やはりナクルは素晴らしい楽園だ。 

１０時半にゲートを出て、１時過ぎにナイロビに戻った。 

これで今回のサファリも終了。 

帰りのカタール航空がナイロビで１時間以上遅れる。 

ドーハで乗り継ぎ時間が１時間１５分だったのひやっとしたが、乗客も多く、同じ航空会社だっ

たので待っていてくれた。 

翌日の夜に無事に日本に到着。 

今回のサファリは久しぶりに天候に恵まれ、よかった。 

朝日・夕日の写真が抜群だった。 

アフリカ取材日記 8 月 7 日  

マサイマラ国立保護区セレナロッジ→ナクル湖国立公園 

2011/08/24  

今日は早朝サファリ後ロッジで朝食をとり、ナクル湖に向かう。 

朝は６時２０分に出発。 
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今日は雲が多くて日の出はだめだろう。 

たしかに雲が厚く、光がない。 

おまけに動物がいない。 

８時前にやっと光が出てきた。 

マラ川沿いでキリンが２頭が、対岸から渡りそうなそぶり。 

しかし今は水量が多く、躊躇しているうちに諦めてしまった。 

そこでしばらく待っていたのが良かった。 

向こうから十数頭のゾウが一列になってこちらに向かって来る。 

迎えうって行進の様子を撮影。 

まだ光は乏しい。 

ゾウたちはもしかしたら川を渡る？ 

そう思って位置を変え、待っていると川岸に降りていく。 

そしていっせいに水を飲み始めた。 

茶色の川、乾燥し灰茶色がかった斜面、そして灰褐色のゾウの色。 

渋く、良い感じの写真に仕上がった。 

これは今までにない感じの写真だ。 

しばらく水を飲んでいてくれたので、角度を変えつつかなり撮った。 

しかし、いろいろと画角を変えて撮って、後でこれが良かったと選んでいるようじゃまだまだだ

めだ。 

すぐにベストの画角が決まらなければ・・・。 

８時半にロッジに戻る。 

朝食後チェックアウトを済ませ、１０時まで庭で撮影。 

ハイラックスを狙っていたが、どういうわけかぜんぜんいない。 

鳥に変更し、パラダイスフライキャッチャー（日本のサンコウチョウ）に焦点を絞る。 

すぐに見つかり、ピントを合わせた。 

順光ではなかったが、ひじょうにおもしろいシーンが撮れた。 

１枚目の右はじに小さくハチが写っている。 

次のカットはサンコウチョウのすぐわきにハチが移動。 

次のカットは嘴で咥えている。 

咥える瞬間を肉眼で明確に見たのだ。 

そして次のカットは咥えなおしたのかハエの足を咥えている。 

こんなシーンが偶然でも撮れるのだ。 

ちょっとびっくり。 

そして反対側にきれいなオレンジ色の花が咲いていて、そこにハタオリドリがやってきたところ
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を撮影。 

これはほれぼれするくるいに奇麗な写真になった。 

昔は昼休みごとにこうやって写真を撮っていたっけ・・・・・。 

さすがに今は疲れるのでそこまではしないが、たまに撮影するも面白い。 

 

１０時にロッジを出てナクル湖に。 

セレナの川向こう相当数のヌーが集結している。 

 

１２時４５分にマラのゲートを出て、５時４５分にナクル湖に着いた。 

途中休みなしである。 

ドライバーも頑張ってくれている。 

そこから展望台に向かう。 

ドライバーが「行こう」と言うので従うことにしたが、今はフラミンゴが少ないので気乗りしなか

った。 

撮れないのは分かっているし、それまで曇っていたのに急に光がよくなってきたので、こん所で

時間を無駄にしたくなかったというのが正直な気持ち。 

しかし、ドライバーは何かの考えがあって言っているのかもしれないし、まあ頑張ってくれてい

るので彼の意見を尊重しようと思った。 

だが、行ってみるも展望台からは写真にならなかった。 

もう時間も遅く、その後に撮ったのはウォーターバック＋フラミンゴくらい。 

最後にサンショクウミワシを見つけた。 

湖岸に立ち、フラミンゴを見ている。 

空からはさかんにカモメが威嚇している。 

サンショクウミワシが飛び立った瞬間、フラミンゴの群れが飛び立った。 

これは迫力のある写真になった。 

ただ、絞り込んで流し撮りにすればよかったと思ったが後の祭り。 

そこまで頭が回らなかった。 

６時半にロッジに戻る。 

明日の１１時までサファリをして、帰路につく。 

アフリカ取材日記 8 月 6 日  

マサイマラ国立保護区セレナロッジ 3 日目 

2011/08/22  

今日はセレナ最終日。 

明日朝食後にナクル湖に戻る。 

朝は６時２０分に出発 
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ドライバーは雲がないので朝日が見れるというが、雲がないということは光が強いということ。 

トピと日の出を撮影するが、やはり光が強すぎた。 

その後シマウマを狙うがなかなかよいシーンに出会えない。 

昨日のように喧嘩のシーンがばっちり撮れるなんてとても珍しいのだ。 

今日も喧嘩のシーンを見かけたが、いかんせん遠かった。 

追いかけて走りまわっているところのみを撮影。 

これはわりとよかった。 

その後、朝の逆光線でシマウマの群れを撮る。 

草が黄金色に光ってとても奇麗だった。 

見た目にはかなり幻想的に見えたが、写真になるとこの輝きを出すのが割と難しい。 

出来をもみると一応合格点だった。 

その後はマラ川沿いをサファリ。 

ヌーが少しこちら側から向こう側に渡ったらしい。 

しかし撮れるポイントではない。 

やっとヌーが対岸に集結し始めている。 

明日位から渡りが始まるのだろうか。 

今回はタンザニアで野焼きをしてせいで、その場所から出る新芽をヌーたちが食べるためにとど

まってしまい、いつもより２週間移動が遅れているようだ。 

その後、川でカバの交尾を撮る。 

他の動物と違い交尾の時間が長い。 

「水の中だから精子が薄まるので長くしているのだ」というのがドライバーの意見。 

本当だろうか？ 

ただ、写真としてはつまらない。 

茶色の水と同色のカバ。 

動きもないので、写真を見ても説明されなければ分からないだろう。 

今日は一点の雲もないような空だったが１０時頃から少しずつ雲が出始め、筋雲や鱗雲のように

あまり見ない雲になってきた。 

美しい雲だ。 

雲バックでいろいろと撮影する。 

１１時ゾウが川を渡りそうだった。 

しかし近寄れないので撮影は断念（結局渡らなかった）。 

まあ２年前に撮っているから別に執着はない。 

今この地域ではライオンやとチーターはまず無理だろう。 

こういう時は、鳥でも花でもなんでもよく、「何でもこまめに撮っていきたい」とドラーバーに話
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す。 

「ＯＫ」と返事はするものの、プロのドライバーとしてはそれでは面白くないのだろう。 

あきらかにチーターを探して、草の高い所をぐるぐる車を走らせている。 

しかし、これでは撮れない。 

ドライバーも策が打てずにいるのだろうから、「草の低い所へ行け」とはあえて言わなかった。 

その後は何も撮れずに、１２時５０分にロッジに戻る。 

 

午後のサファリは４時から。 

空が朝ほどではないが、きれいなので、キリンやシマウマと撮る。 

しかし相変わらず動物は草食獣ばかり。 

たまにライオンを見ても寝ているばかり。 

鳥もそれほど多くなく、５時過ぎまで移動ばかりだった。 

５時半に川に着く。 

ヌーは相当集まってきている。 

明日ぐらいから渡りが始まるだろう。 

今回はヌーが渡り、草が低くなっていることを期待して来たのだが、予測は外れた。 

フォグツリーだけだとリスクが高いので、抑えにこちらも入れておいたのだが、草が高く、思った

以上に悪条件である。 

この状態でどう料理するか？ 

空の感じからして今日の日没はよいはず。 

乾燥して、また野焼きの後なので太陽がオレンジ色に染まるはず。 

そこまで焦らずにいこう。 

６時半、日没まで１５分ほどあるが、雲が多く（朝は一点の雲もなかったのに）よい感じになりそ

うだ。 

しかし光が強いのが問題だ。 

稜線上の動物を見つけねば・・・・。 

いた！ 

ヌーの群れが行進してくる。 

この写真は抜群だった。 

空の感じが今まで撮っていない、オレンジと灰色と黒が混じった良い感じなのだ。 

ヌーのシルエットもばっちりだ。 

これは稜線上でなければ写真にならない条件だった。 

ついている。 

そして反対を見ると虹が。 
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虹とヌーの群れも撮影できた。 

それからシマウマ狙いで昨日の場所まで車を飛ばす。 

がんがん飛ばしているが間に合うか・・・・。 

今日も神々しい日没だ。 

そして沈む直前にシマウマの小さな群れに出会うことができた。 

ぎりぎりセーフだった。 

撮影時間は約２分。 

撮りまくったが、写真は昨日のほうがよかった。 

 

昨日、一昨日とサバンナクラブで一緒の吉成さんが１０人ほどを引率してみえていて、いろいろ

な話をさせてもらったが、今日のセレナロッジは日本人は僕一人。 

一人で来ているのも僕だけ。 

撮った写真を見ながら一人でもくもくと食べていたら、隣のアラブ系の夫婦が僕の写真を見て、

話しかけてきた。 

今まで撮った写真を見せてあげると「感激した」といたく感心され、質問攻めにあい、今度ニュー

ヨーク大学がアブダビにキャンパスを作り、そこの芸術部門で講義してくれ、と要請された。 

本当かいな？？ 

「英語では難しい」と話すと通訳をつけると言う。 

まあ、話１／１０位に聞いておこう。 

明日は朝食後ナクル湖に戻り１泊。 

そして帰路に着く。 

もう旅も終りに近づいてきた。 

アフリカ取材日記 8 月５日  

マサイマラ国立保護区セレナロッジ ２日目 

2011/08/21  

多少雲が多く、寒い。 

朝６時２０分に出発。 

日の出はだめだった。 

すぐにライオンのカップル、ヨコスジジャッカルを見つけるが、暗いくて撮影にならず。 

オオミミギツネもいるが、遠いし、走り回っていて話にならない。 

こういうときはじっくりいる動物を狙おう。 

シマウマだ。 

シマウマの喧嘩のシーンをいつも狙っているが、片手間なのでなかなかよい写真は撮れていない。 

今日は徹底的に狙おう。 

そして絶好のチャンスが２度あった。 
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一度はかなりアップで撮れた。 

フレームアウトするくらいの迫力だ。 

もう一度はさらによかった。 

両方が立ち上がり、片方の首は曲がりながらもこちらを向き、もう一方は横向きで口を開け、歯を

むき出しにしている。 

構図としてはベストだ。 

ブレもまったくない。 

光もやさしい光で悪くない。 

やっと撮れた。 

その後は逆光線でハイエナを撮影。 

メインロードの脇に群れ（クランという）がいる。 

舐め合ったり、傷ついた足を舐めてあげたり、じゃれたりするシーンを撮影。 

手持ちのバリーションが増えた。 

とくに口を開け（するどい牙が見ている）なにかのコミュニケーションをしているシーンはなか

なかよい写真だ。 

しかし寒い。 

その分雲りのせいか光が柔らかくてよい。 

１０時頃にトムソンガゼルの親子＋別の子ども１頭のよい写真が撮れた。 

 

誰でもより状況のよい時を選らんで来ようとする。 

僕自身もそうしたいが、クリニックをやっている以上、休みを急に変更と言うわけにはいかない。 

しかし、条件を選ばず、それを受け止め、どんな時でもベストの作品を撮ればよい、というように

変わってきた。 

この 2 年は悪条件ばかりだった。 

それでもくさらず、受容し、ベストを尽くしてきた。 

そうすれば必ず撮れるのだ。 

あの最悪のエルニーニョの時でもしっかり撮ってきているのだ。 

これは僕自身が進化した証拠だろう。 

そして、今のセレナ、ある意味では最悪に近い条件で撮れたことはまたしても自信になった。 

しかし、未だに３種類のカメラを使っていて、いざというときの設定に手間取ったりする。 

まあ普段撮っていないのでしょうがないが、このへんが残された改良点だろう（お笑いだが、僕ほ

どカメラの機能を使いこなしていない写真家もいないだろう。例をあげると、携帯電話を持って

いるが、帰るコールしかしないレベルなのだ。一度じっくり説明書を読んでみよう）。 

今日は１２時半に戻る。 
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午後は４時からので今日は少し休むことにしよう。 

朝の寒さでヒートロスを起こしたか、ちょっと風邪ぎみなのだろう。 

のどがイガイガして寒気がする。 

僕はインド医学・アーユルベーダで言うところのヴァータ体質。 

冷えと風に弱いのだ。 

まあ休めばすぐに治るだろうが・・・・。 

 

午後のサファリは４時から。 

いつもなら５分前には車の所に行くのだが、今日はデータ整理に手間取り、４時ちょうどに車の

所へ。 

車の所ではドライバーが「早く、早く」と手招きしている。 

藪の中でコビトマングースが大きなコガネムシを食べているという。 

たしかに何か食べているが、暗いし、草がじゃまになって撮れない。 

反対に回り込んで撮ろうとしたが、逃げられてしまった。 

撮っていてもぶれた写真にしかならないだろう。 

日没までは低調なサファリだった。 

ほとんど何も撮れずにぐるぐる車を走らせるのみ。 

雲間からきれいな斜光線が降り注ぎ、よい感じなのだが、動物がいない。 

樹上の鷲と雲と降り注ぐ光線を撮った程度。 

あとはステップド・ヘロン（鷺の一種）を初めて撮ったが、遠いのでピントがいまひとつ。 

６時半に日没に備えて草の低い所に移動。 

シマウマと日没を狙う。 

今日の日没はベストだった。 

美しくほれぼれするような日没で、興奮した。 

シマウマは稜線ではなく、逆に下向きの斜面にいた。 

ちょっと厳しい条件だったが、無我夢中で撮った。 

出来など関係ない。 

こんな日没に出会えたことに感謝なのだ。 

厚い黒雲の隙間から覗く日没直前だが強い光の太陽。 

この隙間が大きすぎると太陽光が強くなりすぎる。 

太陽光が弱いと、色はよいが、輝きの乏しい写真になる。 

抜群のバランスだった。 

美しさに酔いながら、忘我の境地に入っていく。 

まさしく撮れた・撮れないなど関係なくなっていく。 



 

日記 2011 年 

その至福の時が終わり、ふと我に返ると、がぜん欲が出てくる。 

撮れていればよいのに・・・・、と。 

日が沈み、帰り際に撮った映像をチェックした。 

撮れていた！ 

あ～なんと幸せなのだろう。 

この場所に来れたこと、撮らしてもらったことに感謝・感謝。 

 

セレナも後１日。 

草が高く、現状は厳しい。 

今日はシマウマ狙いで成功した。 

そして明日の手は・・・・・。 

アフリカ取材日記 8 月 4 日  

マサイマラ国立保護区・フィグツリーキャンプ→セレナロッジ １日目 

2011/08/20  

今日はフィグツリーがあるタレックエリアからマラ・セレナロッジのあるマラ・トライアングル

に移動する。 

６時２０分からサファリ。 

日の出はよさそうだ。 

見つけたのはまたしても樹上のヘビクイワシ。 

オレンジ色の空バックに撮影。 

しかしちょうど日が昇りかけてきた時に飛び去ってしまった。 

すぐにゾウを見つける。 

急行し、日の出とともに撮るが、稜線の上でない。 

おまけに見るにはよいが、撮るには光が強すぎた。 

撮っては見たものの、ちょっと厳しいか。 

その後はライオンの群れの所へ。 

さかんに歩きまわっているが撮影にはならない。 

その時、池にアマサギの一種・スクワッコヘロインがたたずんでいるのを発見。 

水面に影がきれいに写りよい感じだ。 

獲物を狙っている。 

これが撮れれば・・・。 

二度餌を撮ったが、何せ早い。 

そして獲物が小さい。 

嘴にくわえずに一瞬のうちに飲み込んでしまったので、撮影したものの、嘴に魚を咥えているヘ

ロン、水面に写る対象的な影、と思い描いた像にはならなかった。 



 

日記 2011 年 

その後カッコウを近接で撮影。 

前回より光もよくグリーンバックできれいに撮れた。 

８時過ぎにチーター３頭を発見。 

すでにヌーを狩って食べている所。 

遠いしこれでは撮影にならない。 

８時４５分にロッジに戻る。 

朝食後、チェックアウト。 

朝食のアンケートの対応の所に、ほとんどに「普通」と書いたら、チーフウェイターがすっ飛んで

きた。 

ここは定宿。 

３０回以上は泊っている。 

マネージャーとも懇意にしている。 

「何か問題はあったのか」と聞くので、混みすぎていて対応が追いついていないことを話す。 

中国人が大挙してやってきた分、対応がおろそかになっている。 

スタッフはフレンドリーだし、食事もよくなってきていることを付け加えたら、安心した様子。 

９時前にセレナに向けて出発。 

途中でインパラの子ども同士の舐め合いを撮る。 

これはバックもよくよい感じだった。 

１１時過ぎに木の下に様々な鳥（ハゲコウ、ハゲワシ、小鳥）、ヒヒまでいてさかんに何か食べて

いる。 

どうも死体に群がっている感じではない。 

ドライバーに聞くと、バルーンサファリの後、乗客は、ブッシュブレックファストと言って原野で

食事をするが、その食べ残しのカスを漁っているとのこと。 

すべてを無駄にしない動物たちに比べ、食い散らかして平気な人間。 

ちょっと考えてしまった。 

セレナロッジにはマラ川を渡らなければならない。 

そこの橋を超えたところで入場の手続きをする。 

そこでサバンナクラブで知り合いの吉成さんと出会う。 

１０人位の人を引き連れての旅のようだ。 

同じセレナロッジに泊るらしい。 

１２時半にロッジ到着。 

今回のセレナは川渡りを狙ってるわけではない。 

特別の狙いがあるわけではないが、フィグツリーのみだとその地域の状況が悪いと連日遠征しな

ければならなくなる。 
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リスク分散のために 3 泊セレナにしたのだ。 

 

昼食後、家内に電話をすると、東北の祭りを見て、今は三内丸山遺跡（縄文時代の遺跡）らしい。 

1 億年もの長い間、自然と共生しながら生活していた縄文時代。 

共生というと聞こえはよいが、反面、人間には厳しい時代だった。 

しかし、今のように自然を人間のものであるかのようにやりたい放題も良いわけがない。 

その中間によいバランスがあるはずだが、そこに向かうには人間は欲が深くなりすぎた。 

6 歳の息子に対し、家内は日本の歴史と文化を、旅をしながら実物を見せながら教育している。 

僕は自然を見せながら、そのへんを教育したいと思っている。 

3 月の地震後の原発事故の時は長崎・広島をめぐって、原爆の恐ろしさを体験させた。 

アフリカにも 2 度連れてきた。 

日本各地からアフリカまで、そういった経験を子どものときからできるなんて、「彼はなんと幸せ

なのだろう」といつも思う。 

 

午後のサファリは４時から。 

ドライバーに会ったとたん「nothing interesting 」という言葉。 

セレナ周辺には興味あるものはないということだ。 

予想はされていたが、厳しそうだ。 

ヌーも来ていない。 

草も高い。 

規制だけは厳しい。 

しかし、そんなことは関係ないのだ。 

光があり、視点を広げていけば、その状況でしか撮れないものが必ずあるはず。 

鳥やありふれた動物でもなんでもよいから撮っていこう。 

最初はキリン９頭が見守る中ゾウが近い所で草を食べているシーン。 

バッファローを用心棒にしているかのようにそばに立っているキリン。 

ホロホロチョウにイボイノシイ。 

いずれも光がいまひとつだった。 

6 時前にバッファローがオスライオンに追われているのを発見。 

近くにバッファローの群れがいる。 

しばらくするとバッファローは群れと合流して、ライオンに逆襲を企てるはずとドライバーは言

う。 

しかし、待てど動きはなかった。 

最後にシマウマの子どもに３羽のウシツツキがついている所を夕方のきれいな逆光線で撮影。 
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これは雰囲気のある写真に仕上がった。 

日没は雲が多くてだめだった。 

今日の午後の成果はこの１枚だけだった。 

この状況で何を撮るのか。 

厳しいだけに楽しみだ。 

6 時半にロッジに戻る。 

アフリカ取材日記 8 月 3 日  

マサイマラ国立保護区・フィグツリーキャンプ 6 日目 

2011/08/19  

天気よし、動物多し、しかし撮れていない。 

ミスをしているわけでもない。 

規制が厳しいせい、車が多すぎることも多少は関係しているが、やはりなんとなくタイミングが

ずれているのだ。 

朝６時半に出発。 

日の出にするか、昨日の７頭のチーターにするかと聞かれたので、迷わずチーターと答える。 

７時前に発見。 

ちょうど日の出の時間。 

しかし、場所が悪い。 

チーターの位置が低いのだ。 

蟻塚の上にでも登ってくれないとよい写真は難しい。 

一瞬蟻塚に登ってくれた瞬間を逃さず撮影。 

朝らしい雰囲気のある光と 3 頭のチーターの写真が撮れた。 

しかし以前、絶品のショットを撮っているので、それを超えるまでには至っていない。 

その後狩りのために移動して行く親子を追って、朝の奇麗な光で歩いている所を撮影できた。 

その後子どもたちはランドクルーザの上に登ったり、木に登ったりして遊んでいる。 

母親は２度狩りに失敗。 

１度はグラントガゼルの子どもを狙って長い距離を走ったので、走っているシーンは撮れたが、

狩りは失敗だった。 

その後遠くのトムソンガゼルの座っている幼獣を見つけ、捕まえた。 

くわえて歩いている母親、そこに近寄ってくる２頭の子供、そのシーンを撮影できた。 

だが、遠い、 

近寄れないので、近くのライオンの所へ移動した。 

オスが２頭。 

そばにカップルがいた。 

待っているとすぐに交尾。 
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車が多すぎて身動きが取れず、斜光線の位置。 

狙いは交尾が終わり、離れるときに両者向き合って牙をむきあうシーン。 

それがばっちり撮れた。 

ついてきたぞ。 

２０分待ってもう一度交尾。 

今度は後ろに車が入ってしまった。 

しかし、それも今のマサイマラらしい写真なのかもしれない。 

当然キープだ。 

それにしてもなんという車の多さ。 

チーター親子の所に 50 台、ライオンの交尾の所に２０台は車がいる。 

こんなことはかつてなかった。 

中国人が多く、騒々しい。 

９時にライラックニシブッポウソウという美しい鳥がとまっているところを発見。 

よく見る鳥だが、羽を広げた一番美しい写真はなかなか撮れない。 

今日は飛んでいるシーンを狙う。 

これはよく撮れた。 

そして獲物のバッタを加えながら、枝に戻って来るところも撮れた。 

と思ったが、かすかにブレている。 

1000 分の１のシャッタースピードでもとまっていなかった。 

１０時前にチーター３頭を発見。 

大きなオスの３兄弟だ。 

ヌーを狙っている。 

けっこう近い位置だったので６００ｍｍのレンズを構えていたのが裏目と出た。 

その後、結構走ってヌーを追いかけまわしたため、遠くに行ってしまった。 

９００ｍｍを持っていればよかった。 

狩りは失敗だった。 

そこで移動。 

だいぶヌーが移動してセレナのほうに近づきつつあるが、まだマラ川を渡るには数日要するだろ

う。 

かわりにタレックリバーの渡りを初めて撮影。 

川幅が狭いのでマラ川のようにはいかないが、なにせ撮れたのは初めて。 

これもストックの一つになる。 

１時、帰り際にまたしてもライオンのカップルを発見。 

３ｍほどの所で交尾が始まった。 



 

日記 2011 年 

初めて広角レンズで交尾を撮った。 

１時半にロッジに戻る。 

今朝は充実したサファリだった。 

 

昼食後珍しくお腹をこわす。 

朝の弁当の鶏肉のせいだろう。 

脂が悪かったと思われる。 

スタートが５分遅れる。 

サファリ中は「腹痛が出るのでは」とセーブしながらサファリ。 

いつもはほとんど立って外を見ながら移動するのだが（ワンボックスカーで屋根が開き、立って

天井越しに外が見れる）、強い風に当たらないほうがよいのでしばらく座ってサファリをしてい

た。 

お腹をこわすと脱力感が出る。 

座っていると眠くなってしまう。 

サファリも単調だった。 

最初の１時間は何もなし。 

道端にトムソンガゼルの赤ちゃん（おそらく今日生まれた）が座っているのを発見。 

距離は３ｍ。 

逃げる様子もない。 

アップで撮るが顔がハエだらけ。 

厭らしく時々顔を振るが、ハエはそんなことはおかまいなし。 

当然ながら手がないので追い払うこともできない。 

「野生で生きるとはつらいものだ」とこういったところからも感じてしまう。 

撮影していると、向こうから車がガゼルのほうへ一直線にやってきた。 

ガゼルが逃げなければ轢かれるところだった。 

要するに眼のよいドライバーでも気付いていないのだ。 

それにしても午前中のチーターはすごかった。 

身動きしない幼獣を３００ｍほど先から見つけ、一直線にやってきて捕まえてしまったのだ。 

５時頃に綿あめのような木を見つける。 

２ｍほどの木だが全体が蜘蛛の巣に覆われているのだ。 

逆光で撮ると、白く輝いていて美しかった。 

今日はこのままかなと思っていたが、これからがすごかった。 

まず６時前にライオンのプライドの所へ。 

昨日の夕方、子どものみ見たやつだ。 



 

日記 2011 年 

オス２頭、雌数頭、大きな子どもも数頭いる。 

近くに仕留めたヌーが置いてあり、食事中のようだ。 

食事が終わった子どもたちは、最初くぼ地で水を飲んでいたが、その後、３ｍほどの崖を登ったり

じゃれあったり。 

そのシーンを撮影。 

最後にオスとメスが挨拶前に見つめ合うシーンを撮影した。 

そこで光がなくなってきたので帰路についた。 

西の空は岡の稜線の少し上だけ空いていた。 

そこに太陽が降りてくれば、撮影できるはず。 

まずは樹上のヘビクイワシ。 

どういうわけだか、座る間にダンスを踊るように羽を広げ、何度か舞ってくれた。 

日没前のきれいなオレンジ色の空とその上の灰色の空バックで撮影。 

ばっちり撮れている。 

そこでヘビクイワシは座ってしまったので移動することに。 

すぐにゾウを見つけた。 

日没とゾウの写真が撮れるかもしれない。 

車を飛ばしてぎりぎり間に合った。 

稜線の上ではなかったが、なんとか日没とゾウの群れを撮ることができた。 

撮影時間は５分くらい。 

モニターの画像を確認する暇もなく連写・連写。 

後で見るとよく撮れていた。 

日没とゾウでよい写真は久しぶりだ。 

今回は天気がよく、乾燥して砂塵が多いので、朝日・夕日が比較的よい。 

今日は今回のサファリの中で最高の一日だった。 

６時４５分にロッジに戻る。 

明日はセレナ地域に移動する。 

アフリカ取材日記 8 月 2 日  

マサイマラ国立保護区・フィグツリーキャンプ 5 日目 

2011/08/17  

今回はなんとなくのんびりサファリをしていて、あまり撮れていないように思い、今までの画像

を昨晩チェック。 

入れっぱなしでチェックもしていななかったということは、いかに気合が入っていないというこ

とか。 

力が抜けているのはよいことだが、あまり欲がなくなってもバランスを欠いてしまう。 

今日は少し気合を入れるか。 
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６時３０分にスタート。 

今日は東の空の雲が厚く、日の出は無理だった。 

雲の隙間から洩れでてくる斜光線でライオンを撮影。 

最高ではないが、雰囲気のある写真にはなった。 

その後逆光でヌーの授乳やシマウマのけんかを撮る。 

しかし今までの写真を凌駕するような出来ではなかった。 

それなりに枚数は撮れているが、「これっ！」というのはあまりない(あす以降すごくよくなるのだ

が）。 

７時過ぎにお目当ての７頭のチーターを発見。 

今日は必ず狩りをするはず。 

しかし問題は周囲をハイエナがウロウロしていること。 

やはりハイエナが行ってしまうまでは獲物を狙わなかった。 

横取りされるのは目に見えているからだ。 

子どもが６頭かたまって座ってくれたが、逆光でバックも悪い。 

それから２時まで３回狩りを試みるがすべて失敗。 

２時１５分に道のない所に入って行ったのでギブアップしてロッジに戻ることにした。 

ロッジで昼食を食べているとドライバーが来て、今狩りに成功したと他のドライバーから電話が

あったとのこと。 

いても遠すぎて写真にはならない場所のようだ。 

どうもつきがない。 

そういう時こそこまめに普段撮らないものをせっせと撮っていこう。 

きっと後でいきてくる。 

サファリをしながら思ったことがある(今日は待ちの時間ばかりだったのでいろいろなことを感

じ・考えた） 

今年でアフリカに来て２５年目、来年３月のサファリで５０回になるので、これを折り返し地点

として、今までの成果をまとめようと決心した。 

 

朝のサファリから戻ってくるのが２時近くで午後のサファリは３時４５分から。 

休みがほとんどない。 

疲れはないが忙しい・・・。 

すぐに朝追っていたチーター７頭を発見。 

食事の後だから当然寝ている。 

それもよりによって２ｍほどの小さな藪の日影側に７頭が折り重なるように寝ている。 

もっと広い日陰があるだろうに。 
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４時半頃にヌーの群れがタレック川を渡っているのを発見。 

その場所に着く前に渡りは中断された。 

他の車が不用意に接近したからだ。 

向かう途中１頭のチーターを発見。 

しかしただ歩いているだけなので撮影せず。 

反対側に回り込みヌーの渡りを待ったが、どうも渡りそうにない。 

渡りと言っても小さな溝を渡るという感じで迫力がない。 

こんなところで時間を無駄にしてもしょうがない。 

途中ダチョウの食事シーンを撮影。 

こんなものしか撮るものがないが、デジタルでは撮っていなかったので少し粘って撮影する。 

しかしその後はサイの親子、ライオンの子ども達４頭（５ヶ月くらいか）を発見するも草が高くて

写真にならず。 

もう日没の時間になってきた。 

しかし今日は日没もだめだった。 

雲が厚く、太陽が見えるも今ひとつだった。 

動物はいる。光も悪くない。そんなに失敗もしていないが、ただつきがないのだ。 

まあこういうときもあるさ。 

夕食は、ロッジのバルーンパイロット・韓国人のキムさんとする。 

昨年友達いになったのだ。 

彼はこちらに住んで３年。 

彼は韓国バルーン協会の副会長でもあるナイスガイ。 

現地の様子をいろいろ教えてもらう。 

彼曰く、「ロッジや旅行会社を使わず、自分がアレンジすると、部屋を借り、良いドライバーやス

タッフ（料理など）を確保しても、今の料金の半分近くで出来る」という。 

それだけの人脈はできているとのこと。 

長期撮影のスタッフはみなそうしているらしい。 

ありがたい話だが、全行程フィグツリーならそれもありかもしれないが、いろいろな場所に行く

し、１０年以上慣れ親しんだ今のドライバー以外でサファリをする気はない。 

たしかに料金は高いが、まかせっきりにできるので、忙しい僕としても楽は楽なのだ。 

ただ、昨今の旅費の高騰はなかなか厳しいものがあるのは事実。 

これ以上値上がりすれば、そういったことも選択肢に入れざるをえないかもしれない。 

基本的に「アフリカ取材代は写真の収入から」としているので、あまり写真活動をする暇がなく、

写真の価値が下がり続けている現状で行き続けることはなかなかたいへんなのだ。 

アフリカ取材日記 8 月１日  2011/08/15  
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マサイマラ国立保護区・フィグツリーキャンプ 4 日目  

朝６時２０分に出発。 

東の空は雲が少なく、日の出の光は強そうだ。 

最初は偵察するもハイエナの群れ、樹上のヘビクイワシ[昨日撮ったやつ]、ヌーしかいない。 

ポジション的にハイエナは無理。 

結局ヌーを狙った。 

日の出は思ったよりも赤くなってくれたが、ヌーの数が多すぎて重なってしまう。 

写真は今一つだったが、きれいな日の出だったので気分がよい。 

日の出の写真は早々に切り上げ、日の出直後逆光でハイエナの群れを狙う。 

光は良かったが、写真としてはとびきりと言うほどではなかった。 

そばにジャッカルがいておこぼれを食べていた。 

これも逆光で撮影。 

この写真のほうがよかった。 

今日は朝からずいぶんシャッターを押せているので気分がよい。 

撮っているとドラーバーがもういいかと聞く。 

こういう聞き方をするのは何か情報が入ったのだろう。 

ＯＫすると車はタレックの川のほうに。 

フィグツリーキャンプの脇だ。 

そこで３頭のハイエナがガゼルを食べている。 

その２頭を撮影。 

血まみれの顔とガゼルを運んでいるところを撮影。 

どうも７頭のチーターが狩りをしたやつを横取りしたようだ。 

チーターを探すと、すぐそばの斜面の藪の所に３頭の子どもがいた。 

斜面の上には大きな水牛がじっろっとチーターを睨んでいる。 

面白いシーンだ。 

写真としては美しさに欠けるが興味深いシーンが撮れた。 

そのうちチーターの１頭が目の前で水を飲み始めた。 

光が抜群によかった。 

舌を出して水を飲んでいるところをバッチリ撮影。 

単なる水のみでも光がよいと絵になる。 

ドライバー曰く「すぐに狩りを再開するだろうから離れて待とう」と言う。 

それに従って離れて待っていると、車が集まり始めた。 

集まっているのは６頭の子どものところ。 

母親は見えない。 



 

日記 2011 年 

どこかに隠れてそばのインパラを狙っているのだろう。 

子どもを撮影して戻る所で母親を発見。 

狩りの体制だ。 

しかし、バッファローに邪魔されてしまった。 

その後はライオン数頭が寝ているのを見たくらい。 

９時前にぬかるみでスタックして立ち往生。 

自力では脱出不可能で電話で同じ会社の車を呼ぶ。 

その後はとくに何も見れず。 

１０時にキリンの子どもが２頭が座っているのを発見。 

このへんではよく見かけるシーンだ。 

そばにそれぞれの母親がいて１頭は座り、１頭は見張りをしている。 

遠くには仲間がさらに７頭いた。 

どうせ撮るものはないだろうから子ども達の所に母親が来てキスするのを待つ。 

しかしいっこうに来ない。 

子ども達は１時間ほど座っていて、その後は立ったり座ったり。 

体を舐めたり、座った姿勢で草を食べたり（アカシアの葉ではなく、地面の草を食べていた） 

位置が低いので座ったまま首を伸ばして食べているシーンを撮影。 

ここは風のよく通る所で気持ちがよい。 

気温は高いはずだが、乾いた風が吹き続けるので快適なのだ。 

キリンも動きたくないのかもしれない。 

座り、たまにゆっくり食べ、とにかくキリンたちの時間は穏やかに緩やか流れていく。 

なんと僕らの生活はあわただしいのだろうか。 

１時前にロッジに戻る。 

 

午後のサファリは３時４５分から。 

天気はよい。 

すぐに大きくてきれいな鳥・クラジャシコウを発見。 

小さな池で餌を探している。 

寄っても逃げない。 

何か捕まえたらアップで撮ろうと思い６００ｍｍのレンズを構えていたが、結局小さな獲物[何か

は不明]を食べただけ。 

それも横を向かれてしまった。 

４時半までは移動ばかり。 

４時半にチーターが寝ているのを発見。 
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７匹の親子を探しに来たのだが、見つかったのは大きなオスの３兄弟。 

オスのヌーでも倒す有名な兄弟だ。 

狩りをする気配はなく横になっていたので写真は撮らずに移動することにした。 

またしても移動ばかり。 

５時半にモズの類が数羽集まり、さかんに鳴きながら時に飛び立ってホバリングをしながら何か

を威嚇している。 

へびではないかと思っていたら、なんとフクロウだった。 

それも普通のフクロウではない。 

初めは草がじゃましてきちんと撮れなかったが、回り込むと草を避けて大きく撮ることができた。 

図鑑で調べるとＭａｒｓｈ Ｏｗｌ。 

見るのも撮れたのも初めてだった。 

ドライバーも初めてのようだ。 

こういった出会いがあるからやめられない。 

その後は雨雲とヌーの群れを撮ったくらい。 

６時になると抜群の光になった。 

しかしヌーしかいない。 

と思ったらマングースが近くで逃げずにいてくれたので撮影する（ふだんはすぐに逃げてしま

う）。 

あとは日没を待つばかり。 

今日もよいはず。 

問題はヌーしかいないこと。 

そしてこの時間帯は草を食べていて、頭をなかなか上げてくれないこと、そして数が多すぎて重

なってしまうこと。 

日没は良かったが、写真はまあまあのものばかり。 

ヌーだと「これで決まり」という作品はなかなか難しい。 

 

それにしても中国人が多い。 

観光客の１／３は中国人だろう。 

ハイシーズン、オフシーズン１年中、中国人だらけだそうである。 

どうも中国資本が入り、道路や空港が整備され（中国政府や企業にお金が入る）、代わりに中国政

府は大々的に宣伝し、国民をケニアや行かそうとしている（ケニアがもうかる）。 

両国ともにメリットがあるのだ。 

さすが中国。 

日本が太刀打ちできるわけがない。 
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今回の旅でも会った日本人の数は今までで６人、中国人は数百人だった。 

ケニアは中国に席巻されつつある。 

夕食がおわって帰ろうとしたところで昨年友達になったフィグツリーキャンプのバルーンパイロ

ットのキムさんに偶然再会。 

今回は着いたらすぐに連絡しようと思ったが、あまりに客が多く、彼も毎日バルーンで飛んでい

て忙しいだろうと、あえて会いに行かなかったのだ[彼はロッジ内に住んでいる]。 

明日夕食をともにする約束をして別れた。 

アフリカ取材日記 ７月３１日  

マサイマラ国立保護区・フィグツリーキャンプ 3 日目 

2011/08/14  

朝６時２０分に朝食の弁当を持って出発。 

やや曇っている。 

日の出は樹上のヘビクイワシと。 

２羽いたが、そばをライオンがヌーを引きずってきたので１羽は飛んで行ってしまった。 

しかし１羽残ってくれてよかった。 

日の出の太陽は真っ赤。 

雲が多い分、太陽は部分的に欠けているが、それはそれで幻想的な色に染まってくれた。 

赤い太陽と木やヘビクイワのシルエットおよび空の黒色のコントラストが美しかった。 

その後、ヌーと日の出も撮影。 

これもなかなか良かった。 

その後そばでライオンが食べている所に遭遇。 

これはありきたりのシーン。 

ライオンは前回のンズツウでいやと言うほど撮っているので、よほどのシーンでないと面白くな

い。 

それでも今までと少しでも違ったシーンをと思って狙うが、そう上手くはいかない。 

親子でのじゃれあいを少し撮った程度。 

その時突然数頭が狩りの体制に入った。 

そばに１頭のヌーがいる。 

しかし、今食べたばかりで本気ではない。 

すぐに逃げられてしまった。 

その後、雌のチーターを発見。 

今のこの地域はやけに大型ネコ族が多い。 

よくみると周辺に数頭のチーターが走りながら近寄ってくる。 

さかんにチーター特有の鳴き声がしていたが、これは何だろう。 

最初は昨日見た７頭の親子が子別れして、さかんに子ども達が親を探しているのかと思った。 



 

日記 2011 年 

しかし違ったようだ。 

雌が発情し、オスを呼び、昨日見たオスの３兄弟が雌のほうにやってきているようだ。 

一緒にやってくるのではなく、別々の場所で探している様子。 

最初にメスを見つけた雄とカップルになった様子。 

交尾するかも。 

ドライバーも珍しいという。 

彼は２度交尾シーンを見たことがあるという。 

ライオンやヒョウの交尾はすでに良いシーンを撮っている。 

ライオンやヒョウは頻回に交尾するので見つければチャンスがある。 

とくにライオンは草原で、車がいたってお構いなし。 

撮りやすいのだ。 

ヒョウは藪の中が多いので難しいが、７時間粘って良い写真を撮ったことがある。 

チーターは見たこともない。 

前回ドライバーは５時間追跡して撮ったらしい。 

カップルは移動を続ける。 

しかし問題なのは車。 

まあ次から次へと１００台以上の車がやってくる。 

彼らは２頭のチーターとしか思っていないからちょっと撮ってはすぐに行ってしまう。 

しばらく移動を続けたカップルは藪のそばで座りこんだ。 

それから待つこと４時間。 

結局何も起こらなかった。 

交尾するかしないかドライバーも分からないと言う。 

ドライバーの意見に従い、昼食のためにロッジに戻ることにした。 

 

午後のサファリは３時半から。 

まずは先ほどのチーターのところへ。 

当然だが、いなかった。 

またのチャンスに狙うことにしよう。 

その後またもドライバーは一直線にどこかに向かっている。 

またヒョウだろう。 

場所はキーコロックロッジのそばの森。 

手前の木の股に雌ヒョウが寝ていた。 

しかしすごい車の数だ。 

ちょうど良い位置に入れたが、８００ｍｍでもまだ遠い。 



 

日記 2011 年 

そして暗い。 

しかし撮るものがないので数枚撮影。 

そこでそこから出ようと思ったが、大渋滞で身動きが取れない。 

その間にヒョウは降りてしまった。 

さらに動けずに「来なけりゃよかった」と思いつつも、待っているとドライバーが「イノシシが来

る」と言う。 

たしかにヒョウがいた木のほうに向かってくる。 

ヒョウは隠れているらしく見えない。 

そうこうしているとヒョウが何かを狙っているような感じで近寄ってくるのが見えた。 

「狩りか」と思ったが、結局やらなかった。 

しかし、インパラがその後ろからやってくる。 

これは狙うだろうと思ったが、これもやらず。 

しかしその後をつけ始めた。 

インパラは車に驚いて逃げてしまった。 

ヒョウは草むらに横になっていたかと思うと、近くの蟻塚に座ってくれた。 

唯一草のない所で撮影できる。 

バックはグリーンできれいだが、光が平凡。 

単なるポートレイトなら光が抜群でなければ使えない。 

ヒョウの写真は山ほどあるのだ。 

その後は何も見れず。 

ただし、今日は夕陽がよいはず。 

西の空には厚い雲がない。 

しかしヌーしかいない。 

それも下を向いて草を食べている。 

日没は最高だったが、いかんせんヌーの配置が悪かった。 

なかなかすべてが揃う写真は難しい。 

６時４５分にロッジに戻る。 

アフリカ取材日記 ７月３０日  

マサイマラ国立保護区・フィグツリーキャンプ ２日目 

2011/08/14  

５時に起床。 

６時にレセプションでお茶を飲もうと思っていったが、すごい人数に驚く。 

あまりの人数にお茶に入れるミルクもなくなってしまった。 

やむをえずストレートティをのんで６時１０分に車の所に。 

今日は天気がよさそうだ。 
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朝食の弁当が遅れたために６時３０分に出発。 

ドライバーに体調を聞くとよくなったとのことでひと安心。 

日の出も相当撮りためているし、とにかく撮れる時は撮れるし、撮れない時は撮れない。 

あくせくしてもしょうがない。 

日の出は良かった。 

赤い太陽だった。 

ということは光が弱い。 

動物がトップヒルにいないとつぶれてしまう。 

当然ヌーばかり。 

今回は思い切って１１２０ｍｍ（５００ｍｍＦ４．５をＥＯＳ７に装着すると８００ｍｍになり、

さらに１．４倍のテレコンをつけると１１２０ｍｍになる」にして太陽を大きくして撮影。 

未だに２０年前に買った５００ｍｍＦ４．５を使っている。 

よいから使っているのではなく、この手のレンズは次の次の世代が出ているが、１００万位する

ので高くておいそれとは買いかえられないのだ。 

もう部品もないだろう。 

フードが壊れて、ガムテープで補修しながら使っている。 

太陽は良かったが、ヌーが少なく、写真は「すごい」というほどではなかった（あがりを確認した

ら悪くはないが・・・・）。 

それでも撮れたので気分よくスタート。 

すぐそばでオオノガンを発見。 

逆光で狙う。 

ただし光が弱く今一つだったが、ヌーバックで撮れた。 

７時にチーターを発見。 

良い光だが、ただ座っているだけなので面白くない。 

数枚撮った所で移動してしまったので場所を変えることにした。 

８時前に再び別のチーターを発見。 

３頭のオスの兄弟だ。 

そのうち２頭が岡の上のさらに高くなった所で遠くを見ている。 

獲物となるヌーを探しているのだろう。 

１段高い所に座り、遠くを見つめる２頭のチーター。 

バック（眼下に見えるという感じ）は褐色の草原でヌーがちらほら見える。 

引きのチーターの写真（広角系を使ったという意味）は難しいが、久しぶりに雰囲気のある良い写

真が撮れた。 

いろいろな事を想像させるような僕の好きな写真に仕上がった。 
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見ていると突然チーターは伸びをして、坂をおり始めた。 

狩りだ。 

狙いは見ていたヌー。 

かなり接近したが襲いかからなかった。 

いるのはみな成獣のオスばかりだったからだろう。 

いくら３頭の雄といってもまだ若い兄弟のようだ。 

成獣のオスのヌーは手ごわいので、子どもを狙っているのだろう。 

９時半まで粘るが、結局狩りは行わず。 

途中、何度か木に向けて３頭いっぺんにマーキングしているところを撮影。 

これは初めて撮るシーン。 

光も良かった。 

その後２頭がマーキングして、１頭が木によじ登るようなかっこをしたところを撮影。 

これも面白写真だ。 

こまめに撮ってないシーンをためていこう。 

そこで朝食の弁当。 

以前より量は多くなったが、まだ相変わらずポテトチップスの袋が入っている。 

朝からポテトチップスは食べれない。 

１０時からはめぼしきものなし。 

川沿いで珍しく、きれいなグリーンバックでカッコウを撮る。 

いつもごちゃごちゃした藪バックの写真しか撮れていなかったのでこれも収穫。 

その後は何頭もライオンを見るがみなゴロゴロ寝てばかり。 

今回は医事新報の表紙写真も意識して、縦位置でも撮っている。 

１２時過ぎにタレックリバーの淵にヌーが集結。 

渡りそうだ。 

タレックリバーは細い川なので、写真としてはつまらないが、ドライバーが待つ様子なので付き

合うことにする。 

１時半まで待つが渡らず。 

２時前にロッジに戻る。 

とにかくロッジが満員、車が多く，閉口する。 

やたらと中国人が多いのは、中国政府がケニア旅行を推奨している様子なのだ。 

 

３時に家内に電話。 

今日は白山登山が終わって宿に入り、夕食が終わったところらしい。 

「どうだった」と聞くと、「最初から最後まで雨だった」とのこと。 
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「たいへんだったね」と言うと、「それもこれもすべてそのまま受け止められるようになってきた」

との答え。 

それは僕がアフリカで最近思うようになったことと同じだ。 

その言葉を聞いて嬉しくなった。 

午後のサファリはＰＭ３：４５分から。 

雲は多いが、光は十分ある。 

暑い。 

５時過ぎまで撮るものなし。 

モズを撮ったくらい。 

サバンナではありふれた鳥でふだんは狙わないが、今回は撮れるものはなんでも撮ってやろうと

思っている。 

この間移動ばかり。 

ドライバーが情報を得て、その場所に向かっているのは分かる。 

まずヒョウだろう。 

５時過ぎにヒョウを発見。 

木の上で寝ている。 

車が多い。 

逆光だし、枝がじゃまするのでこれではまったく撮れない。 

５時半にそばで別のヒョウを発見。 

これも木の下で寝ている。 

遠くてだめだ。 

すでに午後６時。 

もう帰るのみと思っていたがこれからドラマがあった。 

まずは大きなオスのクロサイ。 

クロサイは神経質で近づくと威嚇してくるが、このサイは近接した２本の道の間で悠然と草を食

べている。 

サイがいるので車は前に進めず、両方の道が渋滞してしまった。 

そこで数枚撮影。 

ただし、たんなるスナップ。 

今日は雲が多く日没はまったくだめだろう。 

その日没直前、かなり暗くなってから７頭のチーターを発見。 

感動した！ 

１年前に撮影した家族なのだ。 

あの時は３カ月くらい。 
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もうお母さんと同じくらいに育っている。 

６頭の子どもがすべて育ったのだ。 

奇跡的だ。 

お母さんが狩りがうまく、立ち入り禁止のエリアで子育てをしていたためだろう(車が入れないの

で狩りのじゃまされない）。 

目の前で兄弟同士でさかんに遊んでいる。 

しかし暗い。 

撮影は無理だろうと思ったが、少し撮ってみることにした。 

ＩＳＯを４００にして６００ｍｍＦ４のレンズでシャッタースピードは２０分の１。 

撮れないと思っていたが、なかなか面白い写真になっている。 

もっと集中して撮ればよかった。 

７時にロッジに戻る。 

今日も満員でいつも空いているフィグツリーロッジに１６０人も泊っているとのこと。 

全員が２人以上のグループで、一人でいるのは僕だけだ。 

アフリカ取材日記 ７月２９日  

ケニア・ナクル湖国立公園－マサイマラ国立保護区・フィグツリーキャンプ 

2011/08/12  

今日は午前中ナクルでサファリをして、１１時頃にマサイマラに向けて出発する予定。 

朝５時半起床。 

６時半から朝食。 

５０分に食べ終わり、部屋に戻る途中で庭に見なれない動物がいるのを発見。 

なんとカワイノシシではないか。 

初めて見る。 

家畜化されたものなのか、と最初は思った(今までこのロッジで見たことはなかったが）。 

今はカメラがないので出発前に戻って撮ることにしよう。 

７時にカーパークに荷物を出し、そのまますぐにカワイノシイの所へ。 

逃げずにいてくれた。 

どうも子どものようだ。 

しかし、そばに寄ろうとするとこちらに向かって突進してくる。 

なんと気の強い奴、と思いながら何枚か撮影。 

すると藪の中に入ってしまった。 

そこには母親がいるではないか。 

１枚撮るが、とにかく暗い。 

少し寄ってみたが、母親は一目散に逃げてしまった。 

どうもこれは家畜化されたものではなく、裏の山から迷い込んだようだ。 
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子どもは逃げないので寄っていくと、またしてもこちらに向かってスタスタやってくる。 

１ｍくらいまで近づいてきたので、こちらはゆっくり退散するともとの位置に戻ってしまった。 

そういったことを何度か繰り返しながら撮影した。 

まあスナップ写真だが・・・・。 

７時１０分に出発。 

ロッジを出てすぐに立派なオスライオンが道を歩いているのを発見。 

ナクルでこんなシーンは初めてだ。 

どうも後ろにもう１頭いるようだ。 

後ろのやつは前足を怪我していてビッコをひいている。 

それも相当の年寄りだ。 

元気なほうがしばらく歩いては、後ろが追いつくのを待っている。 

シーンとしてはありきたりだが、ナクルで初めて立派なオスライオンが撮れた。 

ついでにそばを通ったクロサイも撮影。 

バックが水滴いっぱい緑の草バックで幻想的だった。 

その後湖岸へ。 

フラミンゴは少ないが、ペリカンが多い。 

水が多く、魚が増えているのだろう。 

ウも多い。 

フラミンゴが多くなくても、様々な鳥がいて退屈しない。 

シマウマがいてそのバックが順にウの群れ、ハゲコウ、カモメの群れ、フラミンゴの群れ、その奥

にペリカンの群れといったような写真が撮れた。 

写真になるとつまらないかもしれないが、とにかく美しかった。 

さらにヘラサギ、トキコウなどの数も多く、退屈しなかった。 

光さえよければナクル湖はどんな時でも楽しめるのだ。 

マサイマラのわくわくするようなサファリは簡単にはできないが、いつも心和む旅ができる場所

だ。 

その後ペリカンバックで水牛の喧嘩を撮影。 

これも良かった。 

最後帰ろうとしたときに、７羽のハダダトキを見つけた。 

近い。 

ふだんはそれほど撮りたいと思う鳥ではないが、これはチャンスだ。 

しばらくすると３羽は飛んでいってしまい、４羽がのこった。 

上下２段の枝に２羽ずつ並んでとまっていた。 

カップルなのか。 
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と思ったら、下段の２羽のうちの１羽がもう１羽に嘴でつつくような動作を始めた。 

求愛のディスプレイのようだ。 

それを撮っているといきなり上段の２羽が交尾を始めた。 

しかし近すぎる。 

完全にフレームアウトだ(ズームではなく６００ｍｍのレンズで撮っていた）。 

しかし写真をチェックするとフレームアウトしたほうが断然よかった。 

迫力が出ていてよい写真になっていた。 

その後上下段で２羽ずつディスプレイしているところを撮る。 

下段が交尾しないかと待っていたが、他の車が来て、飛んでいってしまった。 

これでナクル湖のサファリは終了。 

これからマサイマラに向かう。 

最終日にまたナクルに１泊するので楽しみだ。 

１１時にゲートを出て、しばし休憩。 

一路マサイマラ・フィグツリーへ。 

道がよくなっていてそれほど時間がかからないはずだが、どうもドライバーがいつものように飛

ばさない。 

途中で薬を飲んでいる。 

どうもマラリアらしい。 

だるくて頭痛がするとのこと。 

以前も別のダライバーでそういうことがあったが、薬を飲んだら翌日は普通に運転していた。 

そうなってくれるとよいのだが。 

４時１５分にマサイマラのゲートに到着。 

サファリをしながらロッジへ。 

途中１０台くらい車が集まっていた。 

行ってみるとチーターが２匹。 

遠くて光も悪いのですぐにその場を離れる。 

その後さらに１０台ずつくらい２か所で車が集結。 

ライオンのようだ。 

１か所ではオスライオンが寝ていた。 

もう１か所は藪の中なので行かなかった。 

ライオンが寝ているに違いないからだ。 

フィグツリーに近づくにしたがって、ヌーの数が増えてきた。 

ゾウも多いし、キリンもいた。 

しかし空が悪い。 
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全天の雲でまだ５時だと言うのに結構風が冷たい。 

６時半にロッジに着く。 

このロッジはテントタイプとコテージタイプがある。 

テントタイプは鍵もないが、野趣にあふれていて、僕は最近はテントに泊まることが多い。 

それにしても今年は観光客の数が多いようだ。 

とにかくロッジもいっぱい。 

ナクルもそうだったが、１人で来ているようなのは僕だけ。 

食事の時が少しさびしい。 

と言って話し相手を見つけて話しこんでいると、データ整理や日記を入れる時間がなくなる。 

データをビュワーに入れ、ＰＣにバックアップをとり、さらに外付けＨＤにバックアップする。 

そして日記を入れると寝る時間になってしまう。 

ゆっくり撮った写真を観賞している暇はない。 

デジカメになって外国人と話す機会がめっきり減った。 

とにかく忙しいのだ（それではいけないのだが）。 

早く食べて部屋に戻らなければ・・・・・。 

アフリカ取材日記 ７月２７日～２８日 2011/08/11  

昨日は忙しかった。 

外来も９０人位だったし、内視鏡も緊急が入って５件（そのうち大腸が４件）。 

倉形先生がいない日なので一人でおこなう。 

疲れ果てて帰宅したが、今日中に連載原稿を仕上げなければ・・・・。 

アフリカの準備もまだ出きていない。 

10 時半までかかって原稿を仕上げ、メールで送る。 

これでひと安心。 

12 時までアフリカの準備をして床についた。 

疲れが抜けないまま、クリニックへ。 

午前中は勤務で、夜の便で出発する。 

いつもと同様に 8 時 15 分にクリニックに行き、打ち合わせ後、8 件の上部内視鏡検査と 1 件の

下部の検査をおこなう。 

とくに問題もなく無事に終了。 

副院長やスタッフに見送られながらクリニックを出たのが 12 時過ぎ。 

帰宅して準備に入る。 

３時に家族で軽食をとって、4 時 40 分に家内の運転でＹＣＡT へ。 

そこからリムジンで成田に向かう。 

去年もそうだったが６歳の息子が別れがさみしく泣いた。 
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はたしていつまで泣いてくれるのだろうか。 

といっても彼も明日からキャンプなので、楽しくてすぐに忘れてしまうだろう。 

家内は白山に登山に出かける。 

本来なら一緒にアフリカに行きたいが、年々旅費が高くなっており、とても３人で行くのは数年

に一度が関の山。 

成田に午後 6 時 30 分に到着。 

飛行機はカタール航空。 

手続きもスムースに済み、8 時 40 分に出発（10 分出発が早まった）。 

関空経由でドーハまで 14 時間の長旅である。 

関空で、お客さんが乗り込むのを機内で１時間ほど待つ。 

翌朝の３時半にドーハ到着。 

１時間半も早く着いたため、トランジットが伸びて３時間半になった。 

持ってきた映画・ショーシャンクの空を見たり、読書をしたりして過ごす。 

ドーハからの出発が２０分早まり、７時半に出国し、さらに 5 時間の飛行。 

ナイロビ国際空港には１２時２５分に到着した。 

出発が早まった分だけ早く着いた。 

荷物もすぐに出て、ドライバーと１時前には合流できた。 

１時には空港に出る。 

ナイロビは曇りで、気温は２２度。 

今は乾期で一番寒い時期。 

日本の暑さからすると涼しく感じる。 

昨日はもっと寒かったとのこと。 

それにしてもナイロビの町は渋滞だらけでなかなか進まない。 

途中ナイバシャ湖付近で激しいスコールに会う。 

この分だとナクルも曇か雨だろう。 

やや時間がかかったが４時過ぎにナクル湖に到着。 

予想通り曇りだった。 

ここの所いつ来てもナクルに着いた日(午後）は雨か曇。 

水量が多く、フラミンゴが少ない。 

雨が多いと湖岸がぬかるみ、水際まで寄れないのでフラミンゴの写真はいまひとつなのだ。 

今回も別のものを狙うことになるだろう。 

公園の入り口で手続き中にカメラをセッティング。 

しかし驚いたことに６００ｍｍレンズの蓋がはずれている。 

いつとれてしまったのだろう。 
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もしかしたらレンズの中は埃まみれかも。 

一応予備に５００ｍｍの古いレンズは持っているので撮れないということはないが、メインレン

ズなのでちょっと心配。 

試し撮りをしてみたが大丈夫なのでひと安心。 

今度からテーピングをしておこう。 

湖岸に出るがフラミンゴは少ない。 

その分ペリカンが多い。 

今回の狙いはペリカンか。 

前回少なかったウォーターバックも多い。 

しばらく試し撮りをして、その後シロサイの親子を撮影。 

光がないので、あくまでもウォーミングアップだ。 

そのそばに珍しくオスラインがいた。 

しかしすごい車の数だ。 

ライオンも休んでいる様子なので撮影はせずに移動することにした。 

その後は牙の立派なイボイノシシのアップ、きれいなライラックニシブッポウソウのアップなど

を撮ったくらい。 

６時過ぎにチェックインのためにライオンヒルロッジに入る。 

今回は１人なのにスイートルームに通された。 

以前家族で来た時は何度かスイートルーム（かなり広く、バスタブもある）に泊めてもらったが、

今回はチェックインが遅く空き部屋がなかったのだろう。 

スイートといっても値段は変わらないのだ。 

７時半に夕食。 

さすがに混んでいる。 

そんななかで一人で来ているのは僕だけ。 

この食事の時間が一番嫌だ。 

さっさと切り上げ部屋に戻る。 

 

今回の旅に際しものすごい気付きがあった。 

ミクロの世界は、色も形も音も時間もない『空』の世界だと認識していた。 

これはまぎれもない真実の像だが、その世界観とわれわれが五感で感じているマクロの世界観と

の解離の意味がわからなかった。 

だが、ふと気付いたのだ。 

ミクロの『空』の世界に対し、人間の脳は、色や音や匂いどころか時間までを創ったのだ。 

創ったものである以上幻影にすぎないのだが、それではなぜ幻影などを創ったのだろうか、と思
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っていた。 

ところが発想を転換すると、『空』というわれわれの感覚からしたら身も蓋もない世界観にすばら

しい色や音、そして愛を創るためには幻影を創るしかなかったのだと気がついた(当たり前のこと

のようだが誰もこんなことは考えていないはず）。 

そう思うと、なんと壮大で美しい幻影なのだろう、と思えるようになった。 

それでは、その美しさをとことん楽しんでみようではないか、という心境になってきたのである。 

きっと今回の旅ではまた違った視点で『美』が見えてくるだろう。 

言下に却下 2011/07/25  

いよいよ明後日からアフリカである。 

その前に医事新報の連載原稿を書きあげねば・・・・。 

連載も終盤に差し掛かり、今書いているのは 10 号目。 

今回を入れてあと 3 回で終わりになる。 

今回は、「死が持つ表裏一体の特徴とその両者の特徴を受容した時に得られる死生観について」(本

文を読まなければ、この言葉だけでは何が何やら分からないだろう）をテーマに書いている。 

かなり内容的に深く、簡単にまとめられない状況が続いていた。 

どうもしっくりこない。 

時間をかけて推敲を繰り返しすぎたようだ。 

いかんせん文章に力がない。 

ふだんはあまり家内に原稿を見せないのだが、今回は久々に見せたところ案の定「しつこい。くど

い」と言下に却下された。 

やはりそうか・・・・・。 

しかし、あと 1 日で直せるだろうか。 

今回はゆったりとした気分でアフリカに行けると思ったが、またしてもだめか。 

今日 1 日頑張ってみよう。 

だめなら行きの飛行機の中で直して、アフリカから送ろう。 

 

次号はさらに深いテーマで、ミクロの生命観とマクロの生命観の関係性。 

これはさらに難題中の難題である。 

アフリカでゆっくり構想を練ってこようと思っている。 

炭酸ガスを使った大腸内視鏡検査  2011/07/23  

大腸内視鏡検査は術者の技量によって患者さんの苦痛がまったく違ってくる。 

井上クリニックでは僕も副院長も数万の検査をおこなってきており、おまけに鎮痛剤・鎮静剤を

使用するのでほとんどの人が苦痛を訴えない。 

しかし、多くのポリープ切除をした場合は当然入る空気量も多くなるので、術中・術後に苦痛が出
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ることがある（それでもほとんどの人は苦痛を訴えないが）。 

そこで空気ではなく炭酸ガスを使った検査に変えようと思い、デモ機を借りて試してみた。 

炭酸ガスは吸収が早く、検査・手術後の苦痛が圧倒的に少ないとのこと。 

安全性も確立されており、慢性閉塞性肺疾患などの病気がなければ問題なく使えるらしい。 

使ってみた印象であるが、深部への挿入はかなりやりやすくなり、検査後の腹満感も少ない。 

前回検査後に腹満感を訴えた患者さんも「楽でした」と言っていた。 

その患者さんに腹部のレントゲンを撮らしてもらったが、たしかに大腸内視鏡検査後とは思えな

いほどのガスの少なさだ。 

これは買うしかない。 

今まで井上クリニックの内視鏡検査は苦痛の少なさを売りにしていたが、今後さらに楽な検査に

なるはずだ。 

http://cb.2ndfactory.ne.jp/inoue/diary.cfm?p=86  

もうすぐ４９回目のアフリカ 2011/07/20  

７月２８日から僕が夏休みに入るせいか、外来が混んできた。 

内視鏡検査も多くたいへんだが、もうちょと頑張らねば・・・・。 

来週の水曜日診療が終わった後にアフリカに出発する。 

今回で４９回目。 

今回はケニアの旅で、マサイマラに９泊、ナクル湖に２泊する。 

 

初めて、ふだんクリニックに行くような心境でアフリカに行けそうだ。 

今までは何か過剰な期待をしたり、異常に緊張したり、平常心ではなかった。 

それが、やっとここにきて平常心で行けるようような心境になってきた。 

もう、撮れる・撮れないはあまり関係なくなってきた。 

これも成長なのだろう。 

きっと現地で見えるものが変化しているはずだ。 

金時山 2011/07/18  

共済組合の宿泊無料券があたったので御殿場に行くことにした。 

日曜日にゆっくりうちを出て御殿場に行き、月曜日の早朝に金時山に登って帰ってくる予定だ。 

 

この夏家内は国内でも最難関の剣岳に挑戦するのでその予行練習を兼ねている。 

(昨年は槍ヶ岳に登り、途中で靴が壊れたにもかかわらず、歩き通した。後で爪が真っ黒に変色し

て脱落したにも関わらず、また行くという。僕には信じられないが、挑戦するのが好きなのだ） 

６歳の息子にとっては初登山。 

僕は平地のウォーキングはほぼ毎日しているが登山は久しぶり。 
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登りは家内より強いが、下りはまったくだめで家内について行けない。 

 

今回の登山は、頂上で富士山をバックに家族写真を撮ることが主たる目的である。 

朝３時に起きて、４時半から登り始めた。 

登りは、初めての登山の息子に合わせてゆっくり１時間半かけて登った。 

息子はふだんほぼ毎日水泳かテニスで鍛えているので余力を残して登り切った。 

なかなか根性がある。 

山頂からは富士山がよく見えたが、台風が近づいているせいか、風が強く、富士山頂も雲がかかっ

ていた。 

下りは同じ道ではなく乙女峠を通って帰ってきたが、この下りはちょっとしんどかった。 

息子は最後は疲れて何度も転びながらも弱音を吐かずにおりてきた。 

 

宿に戻って朝食を食べ、温泉に入り、昼過ぎに家に戻ってきた。 

久しぶりにたくさんの汗をかいて気持ちがよかったが、情けないがしばらく筋肉痛だろう。 

今月の大腸検査の予約はうまってしまった 2011/07/10  

通常うちのクリニックの内視鏡検査は 1 週間以内に入ることが多い。 

混んでいる時でも 2 週以内に入るのだが、今月の大腸検査はすでにすべて埋まってしまった(上部

は 1 週以内に入ります）。 

大腸検査の予約が多いのは、専門に診ている潰瘍性大腸炎の申請書類の提出が 8 月なのでこの時

期に検査希望の人が集中するためだ。 

また、この暑さのせいか腸の調子を崩している人も多いことも拍車をかけている。 

現在は上部の枠を大腸に振り分けながらなんとかこなしている状態だが、それも限界に近づいて

いる。 

今後僕らの夏休みも入ってくるので、いっそう予約が入りにくくなってくる。 

早め（といっても 8 月中旬になるが）に大腸検査を希望される方は、早急に受診されることをお

勧めします。 

首凝りで消化器症状  頸性神経筋症候群 2011/07/09  

腹満感、ガスが多いという主訴で若い男性が受診した。 

話を聞くと、最初は眩暈で発症し、内科→耳鼻科と回され、さまざまな検査をおこなったが異常が

ないので精神科を受診させられたらしい。 

その後に現れた症状が消化器症状である。 

そこで心療内科からうちを紹介されて受診した。 

よく話を聞くと、かなり不安神経症的にもなっていて、電車に乗るのが怖いらしい。 

慢性疲労もある。 
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ただし、以前はこのような症状はなかったらしい。 

この時点で僕の中ではほぼ診断が煮詰まってきた。 

「首凝りはありませんか」と聞くと、この仕事になってから前傾姿勢が続き、首の凝りが半端では

ないとのこと。 

これは、松井孝嘉先生が提唱している頸性神経筋症候群だとピンときた。 

これは首凝りが悪化して、自律神経を圧迫するなどの原因で多彩な症状がでるもの。 

うつ、パニック障害、慢性疲労、眩暈、耳鳴り、動悸、胸やけ、胃もたれ、排便異常、腹部膨満、

唾液分泌異常、微熱など多彩な症状がでるのだ。 

これは普通の内科に行くと不定愁訴だとかで相手にされず、精神科に行くと薬漬けにされてしま

うことが多い。 

治療は首凝りの解除で、対症療法は首凝りがとれるまでの一時的なことにすべきだ。 

 

消化器の機能異常（うちに消化器症状で来る人の半数以上）の患者さんの多くは、食習慣の乱れ

(早食い、合わない食物、食べ過ぎ)、ストレス、身体のゆがみがほとんどだと思っていた。 

そのゆがみ対策を調べているうちに松井先生の本に出会い、そのすべてを読んできた。 

たしかにその通りの症例はたくさんいる。 

ただ松井氏はストレスではなく、首凝りに原因を求め過ぎているような気がしている。 

消化器疾患を診ているとゆがみがなくてストレスだけで同様の多彩な症状が出ている人も少なく

ないのだ。 

また食習慣の乱れが、悪化因子になっていることも多い。 

 

こういった場合でも、ほとんどの胃腸科の医師は対症療法しかしない。 

しかし、もっとも大切なのは食生活の改善であり、定期的運動であり、首凝りや腰痛の治療なの

だ。 

対症療法は一時のもので、悪化因子が解除されたら、ほとんど中止ができるはずである。 

症状はメッセージ 2011/06/27  

食後の腹痛の患者さんが受診した。 

症状的には食直後にⅠ- 2 分間のシクシクする痛み。 

採血では炎症はなく、腹部ＸＰでも異常はない。 

ストレスもないとのこと。 

ベースに潰瘍性大腸炎がある（他院で中途半端に治療中）がそれと今回の痛みは直接関係はなさ

そうだ。 

おそらく早食い、食べすぎだろうと思って聞くと、そうらしい。 

これを改めただけで症状は消えるだろう。 
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だがおかしい。 

食習慣は変わっていないはず。 

何か別にあるはずだ。 

よくよく話を聞いていると、もともと胃腸は弱くなかったらしい(ということは、少々のストレス

では症状は出ないはず）。 

ストレスもなかったらしい。 

そこまで聞いて、そもそもなぜ彼が潰瘍性大腸炎になったのだろうかという疑問が生じてきた。 

胃腸も弱くない、発症時にも大きなストレスがなかった彼がなぜ潰瘍性大腸炎なのか？ 

さらに話を聞いているうちに今回の症状や潰瘍性大腸炎の図式が読めてきた。 

大元の原因はトライアスロンにある。 

今シーズン５つもエントリーして、相当練習量を増やしているらしい。 

それが過剰負荷になっている。 

彼の脳はストレスと感じていないが、身体は猛烈なストレスを感じているのだ。 

発症時も相当の肉体的ストレスがあったのだろう。 

今回はまだ潰瘍性大腸炎の再燃までいっていないが、中等度の肉体的ストレスに早食いが追い打

ちかけて、消化管の痙攣がおき、痛みがているのだ。 

これを安易な対症療法をしていると、次に来るのは潰瘍性大腸炎の再燃だろう。 

今までの中途半端な治療でも潰瘍性大腸炎がそれほど悪化してこなかったのは、彼自身が過剰負

荷をかけないかぎり潰瘍性大腸炎は自然緩解（よくなる）するタイプなのだ。 

運動の負荷を１０～２０％減らし、よく噛み、早食いをやめるだけで、症状はなくなるはずと話し

て、投薬をせずに帰した。 

 

この痛みは警告のメッセージなのだ。 

これが出ないような生活習慣を作れば、潰瘍性大腸炎だった再燃しないはずだ。 

この痛みを無視して負担をかけ続けると症状は次のステージに移っていく。 

安易な対症療法も同じである。 

 

問題は彼がそのことにまったく気づいていないこと。 

彼にとっては「身体の声」を聴く習慣をつけることが治療の第一歩なのだろう。 

日本医事新報の表紙に写真採用 2011/06/20  

週刊 日本医事新報で『森羅万象 －いのちの交響楽－』を月に一度連載している。 

今年の初めからなので半分が終わったことになる。 

先日、医事新報社から連絡があり、「今後『森羅万象』を掲載する号の表紙に僕の写真を使いたい」

との依頼があった。 
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表紙となると、写真は縦位置で、文字がかなり入ってくるので選定が難しい。 

縦位置の写真はあまり撮らないし、撮ってもアップ系が多い。 

医事新報の場合、アップ系の写真は使えないし・・・、などと悩みながら 50 枚ほどの写真を選

び、担当者と打ち合わせた。 

掲載されるのは 7 月から 12 月までの半年間、計 6 回の予定だ。 

写真の最終選定は担当の方に任せることにしたが、どんな感じになるのか、自分でも想像できな

い。 

楽しみだが、ちょっと怖い気もする。 

今後撮るときは、こういった可能性も考慮して、横位置ばかりでなく、縦位置の写真も撮ることに

しようと思った。 

１００ｍ個人メドレー 2011/06/19  

息子が通っていた幼稚園は卒園前に全員が１００ｍ個人メドレーを泳ぐ。 

２５ｍずつバタフライ、背泳ぎ、平泳ぎ、クロールを泳ぐのである。 

（恥ずかしながら今の僕は泳げない） 

「本当かいな」と思っていたが、毎年ほぼ全員が泳ぐらしい。 

息子は水泳があまり好きではないので、本格的な練習はしてこなかったため、「大丈夫かな」と思

っていたが、家内(元スイマー）による直前特訓の成果か、３月の発表会では無事に泳ぎきったよ

うだ。 

家内はさかんに「感動した」と言っていたが、僕は診療で見に行けなかった。 

その映像を見たいと思っていて、先日やっとその DVD が届いた。 

いや～驚いた。 

これが幼稚園生かと思わせるようなすごい泳ぎの子もいるが、バタフライでは筋力がないために

水面から手が出るか出ないかといった泳ぎの子も少なくない。 

でも必死に泳ぎきる子供たち。 

なんと感動的な映像なのだろう。 

こういうよい教育をしている幼稚園もあるのだ。 

 

卒園し、小学校に入った息子はしばらく泳いでいなかった。 

そろそろ水泳の授業も始まるらしいので、昨日久しぶりに家内がプールに連れていった。 

「しばらく泳いでいなかったから１００ｍ位しか泳げないんじゃないの」という予想を裏切って

連続で４５０ｍも泳いだらしい。 

それも２時間テニスをやった直後にである（幼稚園の時から週に数回テニス教室に通っている）。 

その話を聞いて、ふだんは甘えんぼで泣き虫の息子だが、「根性あるじゃないか」とうれしくなっ

た。 



 

日記 2011 年 

やはりなんといっても体力だ。 

そして運動で培われる精神力だ。 

自分はきちんと運動をしてこなかった。 

だから体力があるほうでもないし、根性も足りない。 

今それと必死に闘い、少しずつ克服してきているように思うが、こんなことは若いうちにやって

おくべきだ。 

東横フラワー緑道 2011/06/18  

横浜から東白楽までの２駅間、旧東横線の線路に沿って緑道が作られた。 

横浜サイドの入り口はうちのマンションから歩いて１分の所にある。 

距離は全行程歩いて２０分ほどで、それほど長くはないが、緑が多くて気持ちのよい道である。 

とくに反町・横浜間は花が多く、眼の保養になる。 

今までは帰りに妙蓮寺（横浜まで４駅、歩いて５０分）か白楽（横浜まで３駅歩いて４０分弱）か

らこの道を経由して徒歩で帰宅していた。 

先日、梅雨の晴れ間の日に、朝あまりにも気持ちがよかったので、出勤前にこの道を歩いてみた。 

なんと爽快なこと・・・・。 

とくに仕事前のウォーキングは気分がよく、以来、雨が降っていなければ、１駅(反町まで）か２

駅を歩くようにしている。 

節電必須の夏に向け、今から暑さに慣れていこう 2011/06/16  

明るすぎる照明とクーラーで冷え過ぎの室内・車内。 

こんな電気使い放題の異常な生活をそろそろ見直す時期が来ているのは間違いない。 

 

子どもの頃は、夏は短パンとランニングシャツで汗をふきふき勉強していた。 

冬はこたつか、毛布を足に巻き・厚着をし・足温器一つで寒さに耐えていた。 

決して貧しかったわけではない。 

両親医者の恵まれた家庭に育ったが、それが当たり前だった。 

 

アフリカでは暑さ・寒さ(昼は暑いし、朝は寒いのだ）は服で調整するしかないし、電灯はつく時

間が限られていることが多い。 

それが当たり前なのだ。 

 

たしかにエアコンをつければ一時は快適になるかもしれない。 

しかし、それを安易に使うのは戒めるべきだ。 

「快」を安易に追及する時、何を失っているのか、ということを人はほとんど考えないようだ。 

子ども時代に大いに汗をかいていないと汗腺が退化していく。 
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暑さに耐える訓練をしていなければ、暑い野外での活動などできなくなる。 

「快」を追及することは悪いことではないかもしれないが、安易にそれを追求していくと、身体や

精神は必ず退廃・堕落・退化していくことを忘れてはならないだろう。 

何事もバランスなのだ。 

「快」を求めることと「不快」に耐える、そのどちらも必要で、そのバランス感覚が重要なのだと

思っている。 

 

うちのクリニックでも僕のいる部屋のみ（診察する時は診察室、内視鏡する時は内視鏡室）冷房は

つけずにいる。 

どちらの部屋も機械が多く、屋外より格段に暑いのだが・・・・。 

もうしばらくはやせ我慢をして、暑さに慣れていこうと思っている。 

咳止めで咳が悪化する 2011/06/13  

いつも週末は疲れて、軽い感冒症状が出ていたが、自己管理法を進化させ、ほとんどが半日で治っ

ていた。 

ところが珍しく風邪らしい風邪をひいた 

まず軽い咳の後、声が出なくなった。 

声帯に炎症が及んだのだ。 

この後、気管支に炎症が降りていき、長期に咳が続くパターンであることは、経験上分かってい

た。 

声がれはだいいたい 1 週間、咳はさらに 2 週間ほど続くはず。 

声が出ないのと咳が出るのが、診療する上で一番困る。 

なんとか早く治る秘策は・・・・・と考えた。 

過去に同様の風邪をひいた時には、ありとあらゆる咳止めを飲んで何が効くか検証したが、咳止

めは脳の咳中枢を少し麻痺させているだけなので、たいして効かず、３～４週間も治るのに要し

てしまった。 

今回もよいチャンスである。 

先にひいて長引き、膿性の痰が出ていた家内にある抗生剤を出したところ急速に良くなってきて

いたので、自分も飲んでみた。 

これは効いた。 

声も 3 日でだいぶ出るようになり、咳も早めに軽減してきた。 

普通、このタイプはウイルス感染だが、痰の分泌が多いので、それを抑える作用のあるエリスロシ

ン(抗生物質だが痰の分泌抑制作用があるらしい)を使っていたが、さらに効くものを発見した（た

だし、通常の風邪には抗生剤はまったく不要です） 

また、咳止めについても学ぶところ多かった。 
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（医者だって自分で罹って薬を飲んでみないと本当の反応はなかなか理解できないのだ） 

他人の処方を見ていても、咳には咳止め、痰がでたら去痰剤というようなありきたりの処方以外

見たことはなかったが、以下のようなことが分かってきた。 

去痰剤は、初期にはかえって痰が増え、咳き込むようになる。 

清肺湯などの去痰作用のある漢方も同じだ。 

去痰作用をうたっている咳止めも初期には一過性に咳が増悪することがある。 

とすると、痰がかなり出ている時の咳止めと、少し出ている時の咳止めと、空咳になってからの咳

止めは変える必要があるということだ。 

今までは空咳の時（漢方しか効かない）は変えていたが、最初の２つの状態では痰の分泌を促す薬

と抑制する薬を併用することが多かった。 

今後は、さらに一工夫ができそうだ。 

おなかクリニックの内覧会 2011/05/29  

村井先生は僕の慈恵医大の後輩で、八王子で『おなかクリニック』という医院を開業している外科

医である。 

僕より半年前に開業したが、その時内覧会で彼のクリニックを見学させてもらった。 

そのスペースはうちのクリニック（５３坪）の半分ほどだった。 

「村井君の実力なら 1 年で手狭だよ」と話していたが、実際その通りになり、すぐに上の階のも

っと広いスペースに移転した。 

そして今度は 2 度目の移転。 

八王子駅前の胃腸病院が閉院となり、そこへの移転だ。 

 

今日内覧会に行ってみて驚いた。 

1 階が総合受付、レントゲン検査室、2 階が外来（3 外来ある）・処置室など、3 階が前処置室・

更衣室、4 階が内視鏡室２つに手術室、５階は入院ベット、６階は院長室・スタッフルーム。 

最初の移転先はうちと広さではそう変わりはないだろうから、いきなり５倍以上？の拡張のよう

だ。 

やり手の彼らしく、どんどん業務内容を拡張している。 

 

僕自身は業務拡張をして大きくするつもりはない。 

彼ほどのエネルギーがない僕としては、今のままで堅実にやっていきたいと思っている。 

しかし、うちのクリニックも最初は大きいと思っていたが、患者さんの数が増え、５年で完全に手

狭になってきている。 

患者さんのプライバシーをもっと配慮できるようにしたいし、事務作業をもっと効率よくできる

ようにしたい。 
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外来、説明室、リカバリー、更衣室も拡張が必要だし、大きなスクリーンで映像も流したいなど、

５年間の経験をいかしてもっとよい施設が作れるはずだと思っている。 

まだまったくの白紙状態だが、そろそろ移転（もちろん今のクリニックから歩いて１～２分以内）

を視野に入れて考え始めようと思っている。 

早食いは日本の伝統？ 2011/05/23  

昔から早食い傾向だった。 

よくないと分かっていても、忙しさゆえにその習慣はなかなか治らなかった。 

しかし、年とともにその食べ方では通用しなくなってきた。 

消化の悪いものだと胃もたれ、脂っぽいものだと胸やけ・げっぷが出るようになってきたのだ。 

そこで食べ方を改めるようになった。 

まずよく噛むこと。 

次に胸やけ、げっぷが出るようなものは極力避けることにした。 

（ちなみにその代表はカレーライス、古い揚げ物、甘いものだと羊羹） 

それで症状は劇的に改善した。 

 

患者さんを診ていて胃もたれ、胸やけ、げっぷなどの消化器症状の患者さんの大半が早食い、食べ

すぎが原因である（その他、ストレス、骨盤のゆがみ、歯が悪い、首凝り、ホルモン異常でもく

る）。 

通常、制酸剤や消化管機能の改善剤が投与されるが、あくまでもそれは一時的投与にとどめるべ

きだ。 

とにかくよく噛む、それに限るのだ。 

逆流性食道炎でもよほどひどくない限り薬を飲み続ける必要はない。 

ほとんどの患者がよく噛み、食事内容の見直しだけでおどろくほど症状が改善している。 

 

先日英語を習っているデレック先生と話していて、彼曰く「早食いは、日本の伝統だ」という。 

たしかにそう思う。 

みな食べるのが早い。 

よく考えるとそれは脂肪の少ない和食だけに許容できる食べ方なのではないかと思った。 

急速に食事が欧米化している現状では、食べ方も欧米化（1 時間くらいかけながらゆっくり食べ

る）するか、和食中心に戻すべきなのだろう。 

見落としやすい甲状腺疾患 2011/05/20  

診療後、『甲状腺疾患、これだけは』という講演を聴きに行った。 

講師は甲状腺では有名な伊藤病院の部長・吉村先生。 

本では読めないような臨床に即した話でたいへん勉強になった。 
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バセドウ病は、機能亢進だと思っていたが、機能正常や低下で眼症（眼球突出など）のみの例があ

ると初めて知った。 

 

女性の 10 人に一人は甲状腺疾患（男性でも決して少なくない）。 

とくに橋本病による機能低下症の患者さんは不定愁訴と間違えられ、なかなか診断されないこと

が多い。 

「生殖可能な女性をみたら妊娠と思え」というのは臨床の鉄則であるが、今後は診断に苦慮した

ら（めまい、疲労感、関節痛、息切れなど多彩な症状で、けっこう検査で異常が見つからない人が

いる）安易に不定愁訴としないで、「甲状腺の腫れをチェックし、機能検査をしてみよう」という

フレーズを僕の辞書に入れておこう。 

高齢の方が内視鏡検査を希望された場合 2011/05/18  

かかりつけの患者さんが内視鏡検査の予約にみえた。 

診察後、「次に紹介した友人が受診しますから」といって出ていかれた。 

その患者さんは 81 歳。 

「その友達はもしかしたらさらに高齢？」と思いながら次の患者さんのカルテを開けるとなんと

８６歳。 

華奢ないかにも 86 歳という患者さんが入ってみえた。 

症状はお酒を飲んだら少しむかついた、とのこと。 

検査を受けたいが、前回やったところではえらくつらかったのでうちを受診したとのこと。 

紹介だけにむげに断れないし、しかしこの年齢だとリスクが高い。 

紹介でなければ「たいした症状ではないし、内視鏡検査を施行することのほうがリスクが高いか

らやめたほうがよいですよ」と説得するのだが、紹介だと分かっている以上断れない。 

前投薬である鎮静剤を使うと呼吸抑制などのリスクが高いので使わずにおこないたいが、前回通

常の方法で苦痛が強かったので使わざるをえないだろう。 

さて困った。 

迷った末、ごく少量の薬を使って短時間で終了しようと思い、予約を入れたのだった。 

そして今日がその検査日。 

寝ている患者さんの姿を見て（座っている時より弱々しくみえた）、「本当に鎮静剤を使ってよい

のだろうか」と迷いながら、結局、極少量の使用でドキドキしながら検査をおこなった。 

検査は、まったく苦痛なく、酸素濃度も下がることなく無事に終了した。 

その後の検査結果の説明をしながら、86 歳とは思えないほど頭脳明晰、感性豊かな方だと分かっ

てきた。 

一通り検査結果を説明した後、彼女から「クリニックに飾ってある写真は誰が撮ったのか」という

質問があった。 
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「僕ですよ」と答えると、うちのトレードマークである「キリンと空」の大きな写真を絶賛してく

れた。 

見るたびに違う感情が湧きでてくるとのこと。 

ある時はキリンが飛び跳ねているように感じ(心が浮き立っているのだろう)、ある時が湧きあがる

雲が過去のいろいろなことを思い出させ（内省的になっているのだろう）、とくにかく自分のいろ

いろな感情に気付かされるとのこと。 

そうなのだ。 

僕は、みなの心の奥底に眠っている感情を引き出すような写真が撮りたいと常々言っているが、

実際、そこまできちんと反応し、意見を述べてくれる人は多くない。 

それがこの方は見事に表現してくれた。 

こういう評価のされ方が作者としては一番嬉しいのだ。 

そこで思ったのが、最初の時点で 86 歳という年齢だけで検査はしたくないと思った自分の反応

についてだった。 

常識的にはその判断は間違っていないだろう。 

また彼女の外見からもそう思ってもおかしくはないだろう。 

ただこの彼女の様々な面を知った今、思い返して検査をしたほうがよかったのか、やめるべきだ

ったのか？ 

難しい問いだ。 

ただ一つ言えることがある。 

今まで「検査を受けたい」と受診された患者さんでも、年齢やその他の病気のリスクを考え、中止

したことが何度もあった。 

それは検査の有効性とリスクを天秤にかけ、考え抜いた結論だったはず。 

しかし、リスクを恐れすぎるという保身的側面はあったことは認めねばならないだろう。 

その慎重さが、今まで大きな事故を起こさずにやってこれた最大の要因だと思っているが、その

断り方が今日の一件で変化していくかもしれない、という気がしている。 

自己管理能力 2011/05/08  

震災と計画停電、そして年度末・新年度が重なり、3 月～４月中旬はうちのクリニックも患者さん

の数が少なかったが、連休前頃からは通常に戻ってきた。 

ここのところは連休の影響もあるのだろう。 

10 月～12 月なみの混雑で、忙しさと自分の体調管理との闘いの日々が戻ってきた。 

それに加えて、休日や帰宅後は引っ越し後の後片付けをしなければならない。 

とくに日曜日は完全休養日にしないとなかなか疲れが抜けないのだが、今はそんなことを言って

られない。 

今日も朝から晩まで片づけをしていた。 
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今までならバテバテになっていただろうが、どんなに忙しくても睡眠を削らず、食事を規則正し

くし、高周波治療とウォーキングを続けているので体調は悪くない。 

やはり一日一日自己管理をしていくしかないのだ。 

開業して得たものが多いが、その一つは自己管理能力だと思っている。 

引っ越し 2011/05/07  

4 月末に引っ越した。 

同じマンションの 4 階から 10 階への移動だけだったが、荷物が多く、けっこうたいへんだった

（荷物の移動だけで 12 時間もかかった）。 

連休中はひたすら後片付けの日々だったが、未だ段ボールの山の中で生活している。 

 

最初の 1 週間はネットもメールもテレビも見ない生活だった。 

ネットはうまくつながらず、テレビはあえてつながず（観ている暇がない）、黙々と働く日々だっ

た。 

ここにきてやっとネットもつながり、段ボール箱も半減し、少しめどがたってきたように思うが、

まだまだ先は長い。 

転居は生活を見直し、スリム化するよいチャンスだと思っているので、焦らずやっていこうと思

っている。 

空調が効きすぎ、明るすぎる生活からの脱却 2011/04/11  

ケニアやタンザニアのロッジに泊っていると夜の 11 時で電気が切れる。 

昼間も電気がつかないところが多い。 

自家発電だからやむをえないのだ。 

もちろん空調もない 

しかし慣れてしまえばなんてことはない。 

夜は寝ればよいし、昼間は多少暗くたってそれもまたよしである。 

昼間は暑かったら、木陰で休めばよい。 

 

いつから常に電気が使える生活に慣れ切ってしまったのだろう。 

別に一日中電気がついていなくてもこちらがその状況に合わせればよいだけなのだ。 

今回の原発の事故はわれわれの文明生活自体を問い直すよい機会ではないだろうか。 

多少効率が悪くとも、自然エネルギーを増やし、その範囲内で生活するように、われわれの意識を

変えていく必要があるように思う。 

昔のように。 

生活の変化にはすぐに慣れるはずだし、また、それをビジネスチャンスにする力が日本にはある

ように思う。 
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ただし、いつ電気がついていつ消えるのかが分からなければ、様々な生産性が落ち、経済状態が悪

化することは目に見えている。 

それだけは避けてほしいと思う。 

共感力があるがゆえに 2011/04/10  

震災を受けられた方々のご苦労・ご心痛はいかばかりかと思うと心が痛む。 

日本人は共感力がある民族だから、皆がこの哀しみを共有しているように思う。 

共感力は団結力を生むが、反面、震災を受けていない人たちも意気消沈し、自粛・委縮し、この国

の活性が一気に落ちてしまった感がある。 

それは復興にマイナスの影響を及ぼすことが、最近になって様々な所で言われるようになってき

た。 

その通りだと思う。 

震災を直接受けていない人でも、旅行業、サービス業、製造業などでひじょうに厳しい経済状態に

さらされている方は少なくないだろう。 

しかし、それを声に出せない。 

震災を受けた方々の心痛を思えば、自分のことなど・・・・と思ってしまう。 

だが、これでは日本の経済全体が沈んでしまう。 

そろそろ皆が目覚め、活気を取り戻し、生活や気持ちも元に戻すことで、長期的に支え合う体制に

入るべきではないだろうか。 

ダブリングタイム 2011/04/04  

腹痛の女性が受診した。 

お腹を触ると巨大な腫瘍が触れた。 

しかし彼女は僕がお腹を診察するまでそのことを告げていなかった。 

入院を勧めたが、希望されなかったので点滴をしながら様子をみることにした。 

点滴に 4 時間近くかかり、その間に看護主任がじっくりと今までの経過を聴いて報告してくれた。 

どうも腫瘍は切除不能で、いろいろな所で治療を拒否され、何度もつらい思いをしてきたらしい。 

だから腫瘍のことを僕に話さなかったようだ。 

また傷つけられると思って・・・・。 

今は特別な食事療法（その方法について、僕は講演でも聴いていたし、本も読んでいるので知って

いた）をしているらしい。 

その食事療法の先生から、今後の治療依頼を受けた近医（実はこの腫瘍を発見した医師）は「そん

な治療は認めない」と言って拒否したらしい。 

しかしよくよく話を聴くと、その腫瘍は大きさを増していない（よくはなっていないが、悪くなっ

ていない）。 
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腫瘍には倍の大きさになるまでの時間・ダブリングタイムというのがあり、このサイズだと 1 か

月もするとお腹中腫瘍だらけになっているはず。 

そうでないということは治療は明らかに効いているために平衡状態を保っているのだ。 

それを認めないなんて、間違った医学常識にとらわれすぎている。 

 

「その特殊な食事療法をきちんとやっているのですか」と聞くとあまりきちんとはできていない

とのこと。 

「効いているから徹底的にやりなさい」と指示するととともに、いつでも必要な時は受診するよ

うに話すと、受診できる所がみつかってほっとしたのか彼女の目には涙があふれた。 

思考停止 2011/04/03  

東日本大震災の一報を聞いた場所はタンザニアのンヅツウだった。 

家内が「東北で大地震があった」と話している途中で電話が切れてしまった。 

ンヅツウは電話が時々しかつながらない場所だった。 

家内は車に乗っていたのでそれほど揺れは感じなかったらしい。 

家族もクリニックも大きな影響がなかったらしく、これほどのことになっているとは思わなかっ

た。 

その後しばらくは電話がつながらなかった。 

自分の携帯だけでなくロッジ内の電話も不通になっていた。 

数日後につながった時の家内の興奮状態からして、これはとんでもないことがおきたことを知っ

た。 

すぐに帰国する旨を伝えたが、「今帰っても何もできないだろうからやめたほうがよいが、副院長

や看護主任と相談して決めたほうがよい」とのことだった。 

翌日数十回試みてやっと電話が通じた。 

クリニックは計画停電によって診療は制限状態になっているので、副院長、看護主任ともに「帰っ

て来てもやることがないから帰る必要なし」との意見だった。 

しかしこちらも落ち着かない。 

とにかく情報が入らないので正確な判断ができなかった。 

やきもきしつつも、その後数日は電話が混雑しているためか、電波状態の良い所に移動してもつ

ながらなくなってしまった。 

帰国し、テレビの録画を見たり新聞を読んで言葉を失った。 

ショックのあまりしばらくは思考停止状態に陥っていて、できることは義援金と節電ぐらいしか

なかった。 

安易な言葉を発する気にはなれなかった。 
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様々な人たちが募金活動や支援に向かって動き出しているが、それは一部の人達で、多くの人は

（僕も含めて）何かしたいが、何をどこまでやったらよいのか、分からずに当惑しているのだろ

う。 

しかし、これからが長い闘いになるだろうから、支援も何が必要で何が必要でないのかが整理さ

れてきてから出来ることをやり始めればよいのだろうと思い始めている。 

計画停電期間中の診療について 2011/03/27  

計画停電に伴う診療時間変更に関してはたいへんご迷惑をおかけいたしております。 

まことに申し訳ありません。 

当院では電子カルテを使用しており、また内視鏡検査も停電時には施行困難となるため、停電予

定時間はやむをえず診療時間制限をおこなってまいりました。 

しかし、現状では計画停電が長期化しそうなこと、直前での停電中止が多いこと、さらには計画停

電の区域に入っていても実際には当院は停電にはなっていないことにより、今後は可能な限り、

従来の診療時間通りに外来診察をおこなう予定です。 

これは、計画停電に該当する時間帯でも、休診にはせずに、外来診療・内視鏡検査ともに最大限行

う努力をするということです。 

ただし万が一、停電が実施され診療継続が困難となった場合、お待ちの患者さんには停電解除後

に再来院していただく可能性がないとも言えません（その際は外来順番の整理券をお渡し致しま

す）。  

その際はご理解・ご協力のほどよろしくお願い致します。 

詳細は、ホームページ・携帯サイト（多少タイムラグが生じる可能性があります）、入口への張り

紙などで通知させていただきますので、ご確認のうえで受診されるようお願い申し上げます。         

明後日タンザニアに向けて出発 2011/03/07  

いよいよ明後日にタンザニアに向けて出発する。 

今回泊るのは、セレンゲティ国立公園のはじにあるンヅツウロッジで、１０年ぶりの訪問になる。 

以前はヌーの出産を狙って２月に訪れたが天気が悪く苦戦した。 

しかし、ここは独特の雰囲気のところ。 

朝日も夕日も湖をバックに撮れるので、僕にとっては魅力的な場所である。 

 

今回は気楽に偵察の気持ちで行こうと思っている。 

ケニア、マサイマラの動物がどんどん減っているので、撮影場所として別の場所も確保しておか

ねばと思っており、ここがその候補の一つになる可能性が高いからだ。 

多少は情報を得ようと昨日初めてロッジのホームページを開いてみた。 

１０年前のサファリのことはよく覚えているが、ロッジの中のことはすっかり忘れていた。 

画像を見て、その記憶が蘇ってきた。 
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懐かしい・・・・・。 

天気のところを見ると、３月が一番雨が多く、３日に１日は雨のようだ。 

だが、悪天候は承知の上のこと。 

実は天気が悪い時のほうがビックチャンスが訪れる可能性が高いような気がしているのだ。 

ホームページを見て、モチベーションが上がってきた。 

3 月 9 日からアフリカ取材旅行  2011/02/27  

3 月 9 日からアフリカ取材旅行に行く。 

今回は 10 年ぶりのタンザニアで一人旅。 

場所はセレンゲティ国立公園とンゴロンゴロ自然保全区の間のンヅツウ。 

ここのロッジはなかなか長期の予約がとれないため、サバンナ仲間の阿部さん(毎年この時期にこ

の場所に連泊されている）に無理を言ってロッジをとっていただいた。 

なかなか行けない場所なので思い切って 9 連泊することにした。 

今は小雨期に入っているだろうから、一か所、それも 9 日くらいの日程だとそのうちのほとんど

が雨で十分なサファリができない、という可能性もある。 

今までの僕の旅からするとちょっとリスキーな日程である。 

だが、今までと違ったものが撮れるはずだと思っている。 

そう思えるのは、前回、その前とエルニーニョやその後の気候変動でひじょうに厳しいサファリ

であったにも関わらず、確実に撮れていることが自信になっているのだろう。 

とにかく条件に一喜一憂せずに、その時にその場所でしか撮れないものを撮ってこうようと思っ

ている。 

そして、かなりハードだった診療によって鈍り始めた感性を自然の中で取り戻してこよう。 

風邪の診療は難しい 2011/02/26  

風邪に対する抗生剤の使用についてよく議論される。 

近くの開業の先生はほとんどが風邪の時に抗生剤を出されている。 

僕自身は「風邪に対する抗生剤投与は百害あって一利なし」というスタンスである。 

これは風邪のほとんど原因はウイルスであり、抗生剤は効かないからであり、また、不要な薬によ

って副作用がでたら本末転倒ではないか、という思いがあるからだ。 

日本が世界でもっとも薬剤耐性菌が多いのは、医師があまりにも安易に抗生剤を投与するからで

あり、これは大きな問題なのだ[最近多剤耐性菌（ほとんどの抗生剤が効かない菌）による院内感

染の報道がよくなされている]。 

だから基本的には抗生剤は出さない。 

患者さんには「３日以上高熱が続く場合、膿性の鼻汁や喀痰が一日中頻回に出る場合以外、基本的

に抗生剤はいりません。安易に服用することは百害あって一利なしです」と言っている。 
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その基本方針は変わらないものの、開業して風邪様症状の人をたくさん診るようになってくると、

風邪だと思った人が「熱が下がらない」と翌日再診し、診察すると前日見られなかった扁桃腺腫大

が出現していたり、肺炎だったりすることを時々経験する。 

この１年は、「いかに、抗生剤投与が必要な患者を初診時に察知するか」を問い続けてきた。 

それでいくつか気付いたことがある。 

化膿性扁桃腺炎は、扁桃腺が腫れる前に咽頭痛と熱が出て、咳や鼻汁は基本的に出ない傾向にあ

る。 

扁桃腺が腫れやすい人で、高熱と咽頭通があって、咳、鼻汁がなければ抗生剤を最初から出したほ

うがよいと思われる（翌日には見事に発赤・腫脹している）。 

喉頭炎（時に見逃すとたいへんなことになる）の場合、発熱の前に、強い嚥下痛と声のかすれが出

るようだ（翌日には高熱、ときに呼吸困難が出ることがあり、まさにこの時に抗生剤投与が必要に

なる）。 

いずれも初診時に白血球を測定すると一万を超えていることが多い。 

この時点で抗生物質を投与すると劇的に改善する。 

ここで抗生剤を投与しないと翌日にはけっこう悪化して再受診ということが多い気がしている。 

また、熱が４日以上続く場合は呼吸器症状がそれほど強くなくても、またそれが微熱であっても

胸部ＸＰは必須だと思っている。 

思いがけずに肺炎が見つかることがあるからだ。 

 

症例を見極め、まめに白血球数を測ること、胸部ＸＰを撮ることで、風邪様症状で受診する患者さ

んの中から抗生剤が必要な人を拾い挙げられる確率が格段に増えてきた。 

 

風邪の患者のほとんどに抗生剤を出す先生もいる。 

風邪様症状で受診した患者さんの初診時には抗生剤は絶対出さないと豪語している先生も稀だが

いる。 

前者のやり方は耐性菌を増やすのでまずいだろう。 

だが、後者にも疑問があるように思う。 

いかに早く、抗生剤が必要な人を見極めるかが臨床医の腕なのだろう。 

だが、これは至難の業なのだ。 

風邪の診方は実に難しいといつも思う。 

 

現時点では、僕は一見風邪様症状で受診した患者さんの初診時に抗生剤を出す確率は３割ほどで

ある。 

（そのうちの 1 割ほどは頑固なウイルス性気管支炎に、喀痰を減らし、免疫を調整する作用のあ
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る抗生剤を投与した場合で、この投与によって通常 3 ～4 週間かかる病期が短くなる印象を受け

ている） 

自ら病に立ち向かえるように導ければ・・・・ 2011/02/23  

３年前に消化管機能異常に伴う腹痛で何回か受診したことのある高齢の患者さんが久しぶりに受

診した。 

以前とは違う部位に間歇的な痛みがあるらしい。 

症状は食事とは無関係で持続時間も短い。 

体のゆがみもなさそうなので（首こりや腰痛と連動して腹痛がおきてくることも少なくないの

だ）、ストレスだろうと判断した。 

「ストレスですか」と聞くと、奥さんが病気で入院しなければならないらしい。 

入院前の受診や検査で付き添っていたとのこと。 

「心配で心配で・・・」という顔つきからは、いかに仲のよい夫婦であるかということはうかがえ

る。 

よくよく話を聞くと、僕のアドバイスに従って、この３年間はほぼ毎日１時間以上のウォーキン

グを続けていて、その間はお腹の調子もよく、内服の必要もなかったようだ。 

それがこの一連のことで歩く気力をなくしていたらしい。 

不眠も出始めている。 

腹痛の原因はストレス性の機能異常であることは間違いないであろう。 

奥さんが心配するといけないので、今日の受診は話していないとのこと（ふだんはなんでも話し

合う夫婦であることがうかがえる）。 

このような時、内服治療は、対症療法にすぎない。 

効果はある程度望めるが、本質的ではない。 

一番の治療は、毎日有酸素運動をして汗を流すことだと思っている。 

「奥さんに心配かけないためにも、元気でいてください。それにはストレス対策が一番です。毎日

体を動かしていれば脳自体の機能がアップし、元気が出てくるはずです。こういう場合はいくら

精神面で頑張ってもだめ。体を動かすことで、精神を引っ張り上げるしかないのです」と話すと、

患者さんの顔が輝き始めた。 

歩き続けていた時のそう快感を思い出したのだろう。 

すごく嬉しそうな顔で「今日来てよかった」といって帰っていった。 

何か特別なことをしたわけではないが、医療の基本は、患者さんが自ら病に立ち向かえるように

導くことなのだと思っている。 

安易な対症療法に終始すると、その絶好のチャンスを失ってしまう可能性がある。 

うれしいニュース 2011/02/22  

数か月ごとにクリニックを訪れ、僕の写真集をまとめて 10 冊ほど買っていかれる方がいる。 
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いつも診療時間内にお見えになるため、僕に会わずに帰られてしまう。 

たくさんの患者さんが待っているので遠慮されてのことだろう、 

あまりにもたびたび購入されるので、受付の矢澤さんに「どんな方ですか」と聞いたところ、「う

ちの患者さんではないけれど、いつもご自身で買いに来てくださる」とのこと。 

「写真集を何に使っているのか、聞いていますか」と問うと、「亡くなられたお母さんの意志で、

介護施設などに寄付されているとのこと」。 

これを聞いてとても嬉しくなった。 

僕の写真集を見て、末期癌で食事が摂れなかった方が、一時的に食事が食べれるようになったり、

不安いっぱいだった人の不安がとれたり、また生き方を変えられた方もいた。 

写真が持つ大きな力を常々感じてきた。 

過去にお見舞に僕の本を使ってくださった方、定期的に大量に購入してくださる方も数多くいる

が、こういった使い方をされる方は初めてだ。 

ぜひ今度はお会いして、一度話を伺いたいと思っている。 

外来が落ち着いてきた 2011/02/16  

昨年の 10 月から今年の 1 月まで外来はとにかく混んでいた。 

1 日の患者数が 100 人を超えることも少なくなく、11 月、12 月、1 月は 1 日平均 90 人を超

えた。 

だが、２月に入って 80 人前後と落ち着いてきた。 

 

100 人が超えると、忙しすぎて診療の質が落ちてしまう。 

患者さんの満足度も下がるだろうが、こちらも診療していて楽しくない。 

こちらの満足度も落ちてしまうのだ。 

だから午前午後併せて 80 人くらいが適正なのだろう。 

といっても相変わらず新患数が多いのでかなり忙しいが・・・・・。 

新患は開院以来 1 日平均 8 人以上をキープしているが、今年に入ってからは 10 人を超えてい

る。 

その内訳をみると紹介で来てくださる患者さんが多い。 

これはクリニックの評価の証しであり、ありがたいことだ。 

花粉症の悪化因子 2011/02/15  

今年は花粉の大量飛散が予測されている。 

2 週間前から患者さんがポチポチ来ているが、僕自身はたまに少し目がショボショボする程度だ。 

2 週間前から内服をしているからだろうが、悪化因子を防ぐ努力をしていることも関係している

ように思う。 

僕が思う悪化因子とは、長時間のパソコン作業、過食、甘いものの食べすぎ、睡眠不足、ストレス、
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ある種の食品添加物（僕の場合は乳化剤や膨張剤など）などで、単純に花粉の飛散量だけで症状が

規定されるわけではないのだと思っている。 

薬、マスク、空清も必要だが、自分にとって悪化因子を知り、それを避ける努力も必要なのだろ

う。 

ちょっと高いんじゃないの 2011/02/14  

今日は修理に出していたカメラを受け取りにキャノンに行く。 

現在、デジカメ 4 台を使用しているがその内訳はＥＯＳ５Ｄ ＭＡＲＫⅡ2台、７Ｄ １台、１

ＤＳ ＭＡＲＫⅢ １台。 

５Ｄ ＭＡＲＫⅡ、７Ｄは露出優先やシャッター速度優先などのプログラムダイヤルが、カメラ

バックなどに入れている時に何かにあたるとすぐに動いてしまい、とっさにカメラを取りだした

時に設定条件が違っていてあたふたしたことが何度もあった。 

いつもは絞り優先で撮っているのにマニュアルになっていたりして、写真は真っ白なんてことが

よくあった。 

「このダイアルをロック式にすべきだ」と以前取材日記に書いたが、クレームが多かったのだろ

う。 

やっとそれが改良できるようになったので修理に出したのであるが、それだけの修理で１台８０

００円以上かかる。 

たしかに修理に手間がかかるのは分かるが、どちらかと言えばこれは設計の不備。 

ちょっと高いんじゃないの、キャノンさん。 

インタビュワーとの相性 2011/02/05  

先日インタビュー記事が原稿になった。 

日本医事新報 2 月 5 日号の「人」のコーナーだ。 

この号は日本医事新報の 90 周年記念号。 

そこ載せてもらえたことは光栄なことだ。 

内容もよくまとまっていた。 

 

これまでにインタビューを何十回受けただろうか。 

終了するとどっと疲れる。 

ついついしゃべりすぎてしまうからだ。 

よく語るのでこたらの熱意は伝わるが、「話が長く、複雑なので、まとめるのに苦労するだろうな」

といつも同情してしまう。 

インタビュー原稿が送られてきて、構成に入る時、その原稿は 2 種類に分けられる。 

「よくまとまっている」か「全然だめ」かのどちらかである。 

中間ということはあまりない。 
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「全然だめ」だと、ほとんど書き直しになるので実に手間がかかる。 

「よくまとまっている」と当然だが、ほとんど治すところがない。 

なんでこんなにも違うのだろうか、と思ってしまうが、どうも違いはインタビュワーの技量とい

うより「魂の質」にあるような気がする。 

それが近い人は僕の意見にすぐ共感してくれ、自分でまとめる以上の文章を書いてくれる。 

頭でなんとなく分かっても、「魂の質」に差がある人は、どうしても微妙な点でずれてしまうので、

結局ピント外れの文章になってしまう。 

今回のインタビュワーは 20 代の若者だったが、質問が的確で、終わった時に「きっとよい記事を

書いてくれることを確信する」と直感した通りだった。 

お気に入りのマンション 2011/01/30  

今年の 4 月に同じマンションの 10 階に引っ越すことになった。 

今の部屋が手狭になってきたが、あまりにもこのマンションの居心地がよいために他に移る気が

せず、もう少し広い部屋が空くのを待っていたのだ。 

それが決まり、ひと安心だが、今度は今の部屋を売却しなければならない。 

そのための「内覧」が昨日から始った。 

 

それにしてもこのマンションに来て 7 年ほどになるが、思った以上によかった。 

横浜駅まで歩いて 6 分、ヨドバシカメラ、ＳＯＧＯデパートも 10 分で行ける。 

通勤通学に便利で買い物も便利。 

スポーツクラブも歩いて 6 分、ちょっと歩けば海にも出れる。 

（散歩コースはいくらでもある） 

だだでさえ便利なのだが、今後はさらに開発され、うちから歩いて 2 分くらいのところまで駅直

結の大きなビルになるようだ。 

さらに生活は便利になるだろう。 

にも関わらず、静かで風通しがよく、フロントサービスもよく、なんといっても住んでいる人たち

のマナーがよい。 

大人も子供も会うとまず挨拶。 

挨拶しない人をほとんど見たことがない。 

同級会 2011/01/29  

土曜日の外来は久しぶりに混まずに、6 時前にクリニックを出ることができた。 

今日は高校時代の仲間内の会があるために中目黒に向かう。 

集まったのは計 8 人。 

そのうち 5 人は昨年もこの会で会っていたが、残りの 2 人は 37 年ぶりの再会となる。 

しかし、一目でわかった。 
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37 年の歳月、みなそれぞれ苦労しながら今があるのだろうが、こうやって久しぶりに再会すると

だんだん昔と変わっていない部分がにじみ出てくる。 

それぞれが異なった「時」を過ごしてきていたが、こうやって再会して「同じ時」を過ごすとそれ

ぞれの時空が不思議と絡み合い、過去とリンクしていく。 

時とは一つの直線的な流れではないことを感じながら、昔話に花を咲かせた。 

焦りがなくなってきた 2011/01/24  

ここのところ僕の外来日の患者数は概ね 100 人を超える。 

外来数が 100 人を超えるとその疲れをとるのに 2 日かかる。 

まさしく毎日自己管理を徹底していないと次の日の診療に支障をきたすので、闘いのような日々

を送っている。 

だが、このような限界に近い状態での診療が、自分の精神力を鍛え、医師としてのバランス感覚を

養ってくれているのを実感している。 

それでも、表現活動をやめてしまったわけではなく、合間を縫うように連載の執筆をしたり、イン

タビューを受けたりしている。 

先日も医事新報の「人」のコーナーの取材を受け、来週は別の雑誌のインタビューの予定が入って

いる。 

以前と比べると、活動は縮小せざるをえなくなっているが、それでもありがたいことに細々でも

続いている。 

昨年までは「もう少し表現活動をしたい」と思っていたが、今はそうは思わなくなっている。 

今はこの状況の中で、自分の目指す医療を徹底的に追及するべきだということが分かってきたか

らだ。 

そのことに気づいてからは焦りがなくなってきた。 

アフリカに行き続け、思索を続けていけばよいのだ。 

それができるだけで幸せなのだと思えるようになってきた。 

インフルエンザの流行始まる 2011/01/10  

1 月 6 日から診療開始。 

いきなり僕の外来日の木、土曜は 100 人超。 

おまけに休養日の日曜日も医師会の当番で休日急患診療所で診療した。 

 

休日急患診療所での診療は年に 1 度くらいの割で当番が回ってくる。 

いつもはそれほど忙しくないが、今回はもっとも忙しかった。 

来た患者さんの１／３くらいがＡ型インフルエンザだった（うちのクリニックは胃腸科なのでイ

ンフルエンザの患者さんは少なく、日に 1 人くらい）。 

急速に流行が広まっているようだ。 
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通常インフルエンザの診断は、迅速診断キットでなされる。 

しかし、あまり早く受診するとキットによる診断率が高くない（12 時間後で A 型なら 90 ％陽性

になるなんて報告もあるが、疑わしい）。 

偽陰性になることが多いのだ。 

大人の場合、できれば発熱後 24 時間ほどしてから（48 時間以内）受診してください。 

おたふく風邪  2011/01/05  

年末、子どもが流行性耳下腺炎（おたふく風邪）に罹った。 

熱と痛みがひどく、口が開けられずにつらそうだったが、おたふく風邪なら通常大騒ぎをするほ

どのことはない。 

だが、いくつかの気になる症状が出て、横浜市大病院の救急まで受診することになった。 

気になる症状とは、まず、親族と電話で話している時に対応がおかしかったこと。 

普通の喋り方ではなく、しつこいほど同じような質問を繰り返していた。 

「おかしいな」と思ってみていると、寝方がおかしい。 

いつもは布団をかぶって寝るわけではないのに、いつも布団をかぶっている。 

これは「光に敏感になっているのではないか（髄膜炎では敏感になる）」と気になっていたが、特

別頭痛を訴えてはいなかったので様子を見ていた。 

それが数時間後、声をかけると返事がない。 

眼が上転し、問いかけに眼はあけるが、まったく返事をしない。 

おこすと首。身体は硬直している。 

痙攣はないが、これはまずいと思い、受診したのである。 

小児科のＤＲは慎重を期して、市大の救急を紹介してくれて受診となったのだが、あっさりと通

常の診察のみで「心配ないでしょう」と決められてしまった。 

僕は、ちょっとしたしゃべり方の変化、光に対する敏感性で僕は髄膜炎の合併を疑った。 

ふつうは診察して、首が硬いとか、頭痛が普通ではないといったことがないと髄膜炎は疑わない。 

だが、身体所見がないのに、髄液を調べると髄膜に炎症があった例を何例も経験している僕とし

ては、その意見は尊重しつつも（僕自身も受診前から９０％は大丈夫だと思っていた）少し慎重に

様子を見ていこうと思った。 

 

12 月 30 日に解熱し、いったん回復して元気に遊んでいた息子が 1 月 2 日から頭痛を訴え出し、

熱が出始めた。 

「おかしいな、おたふく風邪は改善したのに・・・」と思っていた。 

一晩様子を見たが、頭痛は治まらない。 

「髄膜炎？」と思ったがそのような身体所見はない。 
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風邪などの前駆症状（風邪でも急性胃腸炎でも局所の症状出現の前に頭痛・発熱・倦怠感などの症

状のみが出ることがある）なのか、と思って様子を見ていたが、夕方、診察するとあきらかに髄膜

刺激症状(首が固くなっている）が出始めた。 

やはり最初の時から軽い髄膜炎を起こしていて、おたふく風邪はいったんよくなっていたようで

も、髄膜炎のほうがだんだん前面に出てきたのだろう。 

大人の場合、よほどひどくならないと髄膜刺激症状は出ないが、こんなはっきりした所見が出る

のかと驚いた。 

おたふく風邪の場合、１０％くらいに髄膜炎を合併し、予後はよいのだが、対処方法がなく安静と

対症療法しかないらしい。 

しかし、その診察所見がかなり顕著だったので、休日診療所を受診し、小児科の専門医に診てもら

うことにした（僕は内科は診るが、その内科でさえいつも難しいと思っているので、専門外の小児

科は手を出さないことにしている） 

小児科の先生も同じ診断であったが、「それほどひどくなさそうなので、様子みるしかないだろう」

という見解だったので帰宅した。 

幸いにも 2 日後にはかなり軽快したが、やはり、僕が感じた最初の前兆は正しかったのだ。 

 

今回のことは、ずっとついている親だから分かったという側面はたしかにあるだろう。 

しかし、医師であっても多くの人はここまでは神経質にならないのかもしれない。 

ここまで気付くことがよいことなのか、神経質すぎて自分の首を絞めているのか、と考えてしま

った。 

神経質の人に「あなたはよいセンサーを持っているのです。その使い方を間違ってはいけない。上

手く使えば、早くいろいろなことに気付けるが、近い方を間違えると、その警戒音にノイローゼに

なってしまいますよ」と言っているが、まさにこれは自分に言い聞かせている言葉でもあるのだ。 

今回最初に 2 人の小児科の先生に診てもらったが、彼らが見落としているのではなく、オーソド

ックスなのであって、僕の診方がよく言えば繊細、悪く言えば神経質すぎたとうことなのだろう。 

これは自分の子どもだからということもあるが、普段の診療でもそういう傾向がある。 

他のドクターが見逃した微細な変化に気付き、早期発見できたことは多い。 

紹介先の先生から、「よくこの状態で見つけましたね」と言われることが多い反面、慎重になりす

ぎて患者さんによけいな負担をかけることもある。 

大胆さと繊細さ、この絶妙なバランスこそが医師には不可欠なのだが、まだまだ修行しなければ

ならないことを新年早々思ったのである。 

 


